
混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
５
）

新
出
史
料
の
「
従
軍
日
誌
」
に
基
づ
い
て

原

田

敬

一

〔
抄

録
〕

本
稿
は
、
新
出
の
史
料
で
あ
る
「
従
軍
日
誌
」
一
編
を
使
用
し
て
、「
日

清
戦
争
」
を
従
軍
者
が
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
、
を
追
究
し
た
『
歴
史

学
部
論
集
』
創
刊
号
以
来
掲
載
し
て
き
た
論
考
の
続
き
で
あ
る
。「
従
軍
日

誌
」
の
著
者
は
、
混
成
第
九
旅
団
野
戦
砲
兵
第
五
聯
隊
第
三
大
隊
第
五
中
隊

に
属
す
る
将
校
（
下
士
官
の
可
能
性
は
完
全
に
は
排
除
で
き
て
い
な
い
）
で

あ
り
、
一
八
九
四
年
六
月
六
日
か
ら
翌
年
二
月
一
四
日
ま
で
日
記
を
書
き
続

け
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
後
の
清
書
や
、
整
然
と
整
理
さ
れ
た
刊
行
物
で
は

な
く
、
戦
場
と
い
う
現
場
で
書
い
て
い
た
日
記
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
こ

の
執
筆
者
は
、
日
本
の
大
本
営
が
、
日
清
戦
争
開
戦
前
に
、「
居
留
民
保
護
」

を
名
目
に
朝
鮮
に
派
兵
し
た
混
成
第
九
旅
団
の
う
ち
、
最
初
に
派
遣
さ
れ
た

部
隊
の
一
員
で
あ
っ
た
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
参
謀
本
部
が
編
纂
し
、
刊
行

し
た
『
日
清
戦
史
』
全
八
巻
に
は
、
中
塚
明
氏
や
一
ノ
瀬
俊
也
氏
な
ど
に
よ

り
遺
漏
や
改
ざ
ん
の
跡
が
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
、

「
従
軍
日
誌
」
と
い
う
軍
人
自
身
の
記
述
に
よ
り
再
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

る
。『
歴
史
学
部
論
集
』
創
刊
号
に
六
月
六
日
か
ら
七
月
二
六
日
ま
で
、
同

第
二
号
に
七
月
二
七
日
か
ら
九
月
一
四
日
（
平
壌
総
攻
撃
前
日
）
ま
で
、
第

三
号
に
九
月
一
五
日
（
平
壌
総
攻
撃
日
）
か
ら
一
〇
月
二
三
日
ま
で
、
第
四

号
に
鴨
緑
江
渡
河
戦
に
む
か
う
一
〇
月
二
四
日
か
ら
、
鴨
緑
江
渡
河
戦
、
九

連
城
攻
略
戦
を
経
て
、
冬
期
の
鳳
凰
城
攻
略
戦
情
報
ま
で
を
掲
載
し
た
。
本

号
は
、
朝
鮮
の
義
州
で
の
冬
営
、
年
末
の
九
連
城
ヘ
の
進
駐
と
続
き
、
二
月

一
八
日
突
然
終
わ
る
。
今
回
が
こ
の
『
従
軍
日
誌
』
に
つ
い
て
の
最
終
報
告

で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

日
清
戦
争
、
従
軍
日
記
、
混
成
第
九
旅
団
、
砲
兵
、
将
校

二
一
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は
じ
め
に

混
成
第
九
旅
団
の
戦
争
は
中
国
へ
移
っ
た
。
筆
者
の
部
隊
は
、
朝
鮮
の
義
州
に

戻
り
、
冬
営
と
な
っ
た
。
冬
営
中
も
戦
闘
は
続
く
が
、
清
国
軍
の
拠
点
を
破
壊
し

た
り
、
占
領
す
る
と
い
う
大
き
な
山
は
越
え
、
四
月
に
成
立
す
る
講
和
条
約
も
見

え
て
く
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
戦
闘
場
面
の
続
い
た
前
回
ま
で
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
緊
張
は
解
け
た
よ
う
に
見
え
、
前
線
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
戦
闘
情

報
の
記
述
だ
け
と
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
も
戦
争
は
見
え
る
。

一

冬
営
に
入
る

（
１
）
義
州
で
の
冬
営

第
一
軍
司
令
部
が
第
五
師
団
に
対
し
、
朝
鮮
の
義
州
で
冬
営
す
る
よ
う
に
命
じ

た
冬
営
命
令
を
第
五
師
団
が
受
領
し
た
の
は
一
一
月
一
二
日
（『
日
清
戦
史
』
第

二
巻
三
九
一
頁
。）
そ
れ
に
基
づ
い
て
第
五
師
団
司
令
部
が
師
団
命
令
を
各
部
隊

に
出
し
た
の
は
翌
一
三
日
午
後
四
時
、
九
連
城
に
お
い
て
で
あ
っ
た
（
第
二
巻
附

録
第
三
十
四
「
第
五
師
団
命
令
」）。
混
成
第
九
旅
団
は
二
つ
に
分
か
れ
、
旅
団
司

令
部
や
歩
兵
第
十
一
聯
隊
（
二
箇
大
隊
）
な
ど
は
中
国
の
九
連
城
に
、
筆
者
の
部

隊
で
あ
る
野
戦
砲
兵
第
五
聯
隊
第
三
大
隊
は
、
歩
兵
第
二
一
聯
隊
の
二
箇
大
隊
な

ど
と
と
も
に
、
朝
鮮
の
義
州
に
冬
営
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
師
団
命
令
に
は
、

冬
営
中
も
兵
站
司
令
官
の
求
め
に
応
じ
て
、「
何
時
ニ
テ
モ
糧
秣
ノ
護
衛
及
之
カ

運
搬
ノ
監
視
兵
ヲ
出
ス
ヘ
シ
」（
前
掲
「
第
五
師
団
命
令
」）
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
た
が
、
戦
場
に
近
い
九
連
城
冬
営
の
各
部
隊
は
と
も
か
く
、
鴨
緑
江
を
渡
っ
て

朝
鮮
に
冬
営
し
て
い
る
筆
者
の
部
隊
な
ど
は
緊
張
が
弛
ん
で
い
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。

ま
た
以
後
頻
繁
に
鳳
凰
城
な
ど
の
前
線
か
ら
の
情
報
が
入
っ
て
き
て
、『
従
軍

日
誌
』
に
記
録
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
既
に
義
州
｜
鳳
凰
城
（
一
〇
月
三
一
日
開

通
）、
九
連
城
｜
安
東
県
（
一
一
月
五
日
開
通
）、
九
連
城
｜
大
孤
山
（
一
一
月
二

四
日
開
通
）、
鳳
凰
城
｜
連
山
関
（
一
一
月
一
五
日
開
通
）
な
ど
と
一
一
月
下
旬

ま
で
に
は
、
師
団
主
力
の
駐
屯
地
と
主
な
前
線
が
電
信
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
が

反
映
し
て
い
る
（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
附
録
第
三
十
五
「
義
州
、
鳳
凰
城
、
大

孤
山
地
方
電
線
架
設
」）。

（
２
）
第
三
師
団
掩
護
と
立
見
第
一
〇
旅
団

山
口
少
佐
は
山
口
支
隊
の
司
令
官
で
、
同
支
隊
は
歩
兵
第
二
一
聯
隊
第
二
大
隊
と

騎
兵
四
騎
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
山
口
支
隊
が
一
二
月
一
三
日
に
鳳
凰
城
に
到

着
し
た
、
と
始
ま
る
こ
の
電
報
は
、
冬
期
作
戦
を
説
明
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な

い
。
こ
の
一
二
月
は
、
山
縣
有
朋
第
一
軍
司
令
官
の
持
っ
た
、
首
都
北
京
ま
で
攻

め
入
っ
て
、
城
下
の
盟
を
果
た
す
、
と
い
う
野
望
が
ま
だ
生
き
て
い
る
段
階
で
、

傘
下
の
第
三
・
第
五
両
師
団
は
冬
期
の
清
国
南
部
攻
略
作
戦
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。
最
も
信
頼
で
き
る
桂
太
郎
中
将
の
率
い
る
第
三
師
団
（
安
東
県
ま

で
進
出
済
み
）
に
は
、
海
城
・
営
口
・
牛
荘
へ
の
攻
撃
戦
が
命
じ
ら
れ
、
第
五
師

団
に
は
そ
れ
を
援
助
す
る
前
進
作
戦
が
命
じ
ら
れ
た
。『
日
清
戦
史
』
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
（
第
二
巻
四
九
八
頁
）。

第
三
師
団
海
城
攻
略
ノ
為
メ
将
ニ
安
東
県
ヲ
出
発
セ
ン
ト
ス
ル
ヤ
、
第
五
師

団
長
野
津
中
将
ハ
第
一
軍
司
令
官
山
縣
大
将
ノ
命
ニ
依
リ
此
攻
撃
ヲ
容
易
ナ

二
二

混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
５
）

原
田
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ラ
シ
ム
ル
為
メ
、
立
見
混
成
旅
団
ノ
一
部
ヲ
進
メ

テ
摩
天
嶺
附
近
ノ
敵
ヲ
牽
制
セ
シ
メ
ン
ト
シ
、
十

二
月
四
日
参
謀
歩
兵
中
佐
福
島
安
正
ヲ
在
鳳
凰
城

立
見
少
将
ノ
許
ニ
派
シ
、
之
ニ
関
ス
ル
訓
令
ヲ
伝

達
セ
シ
メ
タ
リ

既
に
九
連
城
（
第
五
師
団
司
令
部
の
駐
屯
）
と
鳳
凰
城

は
電
信
が
開
通
し
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
中
佐
参
謀
と
い

う
高
官
を
立
見
旅
団
長
の
も
と
に
派
遣
す
る
の
は
、
こ

の
作
戦
が
立
見
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
不
安

も
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
立
見
は
翌
五
日
に
福
島

中
佐
か
ら
の
伝
達
を
受
け
、
直
ち
に
「
用
フ
ヘ
キ
兵
力

竝
ニ
出
発
ノ
時
日
」
を
決
定
し
、
六
日
に
第
五
師
団
長

宛
の
電
報
で
報
告
し
た
。
師
団
長
は
即
日
承
認
し
、
追

加
の
電
訓
を
次
の
よ
う
に
打
っ
た
（
同
）。

貴
官
ハ
十
二
月
十
二
日
ニ
連
山
関
附
近
ニ
赴
キ
摩

天
嶺
ニ
在
ル
敵
ニ
対
シ
示
威
運
動
ヲ
為
ス
ヘ
シ
、

然
レ
ト
モ
戦
闘
ヲ
交
フ
ル
勿
レ
ト

立
見
混
成
第
一
〇
旅
団
の
駐
屯
す
る
鳳
凰
城
か
ら
連
山

関
ま
で
は
約
八
五
キ
ロ
あ
り
（「
第
一
軍
諸
部
隊
之
位

置
図
」『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
、
挿
図
第
一
）、
清
国
軍

が
展
開
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
た
摩
天
嶺
は
、
連
山
関

の
先
約
二
〇
キ
ロ
と
い
う
遠
距
離
に
あ
っ
た
（
以
下
、

図
を
参
照
）。

立
見
旅
団
長
は
、
歩
兵
第
二
二
聯
隊
を

図 第一軍諸部隊之位置図

二
三
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基
幹
と
し
て
、
騎
兵
一
箇
中
隊
、
野
砲
一
箇
中
隊
（
た
だ
し
本
来
は
六
門
編
制
だ

が
、「
患
者
、
患
馬
多
キ
為
メ
四
門
編
制
ト
為
セ
リ
」
第
二
巻
四
九
九
頁
、
と
な

っ
た
）、
工
兵
一
箇
中
隊
（
一
箇
小
隊
欠
）、
衛
生
隊
半
部
、
食
糧
縦
列
（
中
隊
に

あ
た
る
）
一
個
で
「
牽
制
支
隊
」
と
し
自
ら
率
い
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
立
見
旅

団
が
拠
点
と
し
て
い
る
の
は
、
鳳
凰
城
と
、
そ
の
北
方
五
五
キ
ロ
に
あ
る
通
遠
堡

の
二
ヶ
所
で
、
鳳
凰
城
守
備
隊
と
し
て
歩
兵
第
一
二
聯
隊
（
一
箇
中
隊
欠
の
計
一

一
個
中
隊
）、
騎
兵
一
箇
大
隊
（
二
個
中
隊
）、
野
砲
一
箇
大
隊
（
一
個
中
隊
欠
で

三
個
中
隊＝

定
規
で
は
野
砲
計
一
八
門
）、
工
兵
一
箇
小
隊
、
衛
生
隊
半
部
、
野

戦
病
院
一
個
を
、
通
遠
堡
守
備
隊
と
し
て
歩
兵
一
個
中
隊
を
置
く
こ
と
に
し
た

（
第
二
巻
、
四
九
八
〜
五
〇
〇
頁
）。
通
遠
堡
守
備
隊
は
連
山
関
と
の
中
間
点
に

あ
る
た
め
、
連
絡
・
兵
站
拠
点
と
し
て
設
け
た
も
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も

立
見
旅
団
は
、
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
、
八
五
キ
ロ
前
進
し
た
地
点
を
確
保
し
、
牽
制
し

な
が
ら
、
大
き
な
拠
点
で
あ
る
鳳
凰
城
を
守
り
抜
く
と
い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
牽
制
支
隊
の
野
砲
編
制
が
「
患
者
、
患
馬
多
キ
為
メ
」
二
門
減
ら
し

て
四
門
編
制
に
変
更
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
鳳
凰
城
守
備
隊
の
野
砲
三
個
中

隊
も
、
定
規
の
一
八
門
は
編
制
で
き
ず
、
少
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
合
理
的
だ

ろ
う
。
そ
の
不
備
を
補
う
為
だ
ろ
う
、
守
備
隊
の
砲
兵
と
し
て
「
予
備
砲
廠
ノ
分

遣
隊
（
野
砲
二
門
）」
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
一
週
間
後
の
一
二
月
二
三

日
、
第
五
師
団
司
令
部
は
、
鳳
凰
城
の
砲
兵
隊
を
強
化
す
る
た
め
の
移
動
を
命
じ

る
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
立
見
牽
制
支
隊
の
派
遣

工
兵
一
個
中
隊
な
ど
立
見
牽
制
支
隊
の
前
衛
は
、
七
日
に
鳳
凰
城
を
出
発
し
、

九
日
ま
で
に
鳳
凰
城
北
方
二
〇
キ
ロ
の
雪
裡
站
に
到
着
し
た
。
前
衛
は
一
〇
日
朝

雪
裡
站
を
出
発
、
本
隊
は
同
日
朝
ま
で
に
雪
裡
站
付
近
に
集
合
す
る
よ
う
、
旅
団

長
命
令
が
九
日
夜
鳳
凰
城
で
発
せ
ら
れ
た
（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五
〇
一
頁
）。

一
〇
日
前
衛
が
雪
裡
站
を
出
発
す
る
と
、
そ
の
途
上
で
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。
騎
兵

五
、
六
名
、
次
い
で
騎
兵
約
五
〇
、
騎
兵
約
二
〇
〇
、
歩
兵
数
百
と
相
次
い
で
戦

闘
を
行
い
、
昼
頃
に
は

家
台
の
東
西
の
高
地
に
、
歩
騎
兵
約
二
千
と
、
無
煙
火

薬
速
射
砲
二
門
か
三
門
を
持
つ
砲
兵
が
銃
砲
火
を
浴
び
せ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
前

衛
の
戦
闘
を
砲
声
で
知
っ
た
本
隊
は
、
戦
場
に
急
行
し
た
。
砲
兵
も
急
展
開
し
て
、

本
道
近
く
に
拠
点
を
設
け
、
砲
兵
隊
を
砲
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、
技
術
的
に
無
理

だ
っ
た
。

是
時
敵
ノ
砲
兵
ハ
砲
撃
ヲ
為
セ
シ
モ
、
無
煙
火
薬
ニ
シ
テ
容
易
ニ
其
位
置
ヲ

知
ル
能
ハ
ス
。
須

ニ
シ
テ
之
ヲ
発
見
セ
シ
カ
、
中
隊
長
ハ
距
離
過
大
ニ
シ

テ
我
火
砲
ノ
効
力
外
ニ
在
ル
モ
ノ
ト
認
メ
、
之
ヲ
射
撃
ス
ル
コ
ト
ヲ
避
ケ
、

却
テ
敵
ノ
右
翼
タ
ル
其
西
方
高
地
上
ノ
歩
兵
ハ
頻
リ
ニ
友
軍
ヲ
瞰
射
シ
ツ
ヽ

在
ル
ヲ
見
、
先
ツ
之
ニ
当
リ
シ
ナ
リ
（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五
〇
五
頁
）

無
煙
火
薬
を
使
用
し
射
程
が
日
本
の
野
砲
よ
り
長
い
と
い
う
の
は
、
清
国
軍
の
速

射
砲
が
ド
イ
ツ
製
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
戦
闘
の
大
き
な
山
は
午
後

三
時
頃
に
越
え
、
日
没
頃
に
は

家
台
周
辺
を
占
領
し
、
野
営
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
激
戦
だ
っ
た
。
戦
死
者
は
下
士
官
と
兵
卒
で
一
一
名
、
負
傷
者
は
将
校
・

下
士
官
・
兵
卒
で
計
四
八
名
と
な
っ
た
。
費
消
の
小
銃
弾
約
三
万
発
、
砲
弾
五
三

発
（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五
一
〇
〜
五
一
一
頁
）。

立
見
牽
制
支
隊
は
、
翌
一
一
日
に
は
通
遠
堡
北
方
一
五
キ
ロ
の
草
河
口
と
、
も

う
五
キ
ロ
連
山
関
に
近
づ
い
た
分
水
嶺
を
占
領
し
、
野
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
四

混
成
第
九
旅
団
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（
４
）
鳳
凰
城
の
防
衛
戦

立
見
牽
制
支
隊
が
鳳
凰
城
を
出
発
し
て
か
ら
、
鳳
凰
城
守
備
隊
は
敵
襲
に
晒
さ

れ
て
い
く
。
一
二
日
朝
、
斥
候
に
出
し
た
騎
兵
や
歩
兵
隊
が
「
優
勢
ノ
敵
（
歩
兵

約
千
名
、
騎
兵
百
余
騎
ニ
シ
テ
其
他
後
続
部
隊
ア
ル
モ
ノ
ヽ
如
シ
」（
第
二
巻
五

一
六
頁
）
に
出
会
い
、
防
戦
し
つ
つ
鳳
凰
城
に
戻
っ
て
き
た
。
本
格
的
な
戦
闘
は

一
三
日
朝
か
ら
始
ま
る
が
、
守
備
隊
長
友
安
治
延
歩
兵
大
佐
は
、
一
二
日
午
後
三

時
五
〇
分
、
敵
状
を
野
津
第
五
師
団
長
に
打
電
し
た
。
野
津
は
、
第
九
旅
団
長

（
在
九
連
城
）
に
歩
兵
一
箇
大
隊
の
前
進
準
備
（
一
三
日
に
歩
兵
第
一
一
聯
隊
第

一
大
隊：

大
隊
長
一
戸
兵
衛
少
佐
、
が
前
進
し
た
）、
山
口
大
隊
（
湯
山
城
守
備

隊
の
歩
兵
第
二
一
聯
隊
第
二
大
隊
）
に
友
安
大
佐
か
ら
の
電
命
あ
れ
ば
直
ち
に
鳳

凰
城
に
応
援
に
行
く
べ
き
こ
と
な
ど
を
各
隊
に
命
じ
た
（
山
口
大
隊
へ
は
電
命
）。

午
後
八
時
五
五
分
の
友
安
電
報
で
、
清
国
軍
約
二
千
、
砲
兵
は
な
し
、
と
い
う
状

況
を
知
っ
た
野
津
は
、
山
口
大
隊
は
一
三
日
朝
出
発
、
鳳
凰
城
に
向
か
え
と
打
電

し
、
空
い
た
湯
山
城
に
は
第
九
旅
団
の
一
箇
大
隊
を
前
進
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た

（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五
二
〇
〜
五
二
二
頁
）。
山
口
大
隊
は
一
三
日
に
湯
山
城

を
出
発
し
、「
烈
風
酷
寒
ヲ
冒
シ
」（
同
五
三
〇
〜
五
三
一
頁
）
午
後
四
時
四
五
分

鳳
凰
城
郊
外
の
防
御
陣
地
に
到
着
し
た
。『
従
軍
日
誌
』
が
山
口
少
佐
か
ら
第
九

旅
団
長
宛
の
電
報
と
し
て
、
一
三
日
午
後
四
時
過
ぎ
「
鳳
凰
城
ニ
着
ス
」
と
い
う

の
は
こ
れ
を
指
し
て
い
る
。

鳳
凰
城
守
備
隊
は
、
山
口
大
隊
の
応
援
も
得
て
、
一
四
日
午
前
六
時
過
ぎ
か
ら

総
攻
撃
を
行
っ
た
。『
従
軍
日
誌
』
が
「
十
三
日
ノ
戦
争
ニ
参
与
シ
」
と
い
う
の

は
書
き
間
違
い
。
山
口
大
隊
は
左
縦
隊
と
な
り
、
正
面
攻
撃
を
分
担
し
た
。
戦
闘

は
や
は
り
激
戦
と
な
っ
た
が
、
午
前
九
時
に
は
敵
陣
地
を
占
領
し
、
追
撃
戦
も
午

前
十
一
時
頃
に
は
終
わ
っ
た
。
大
砲
四
門
（
山
砲
、
野
砲
各
二
門
）
を
奪
取
す
る

（
第
二
巻
五
四
一
頁
）。
こ
の
日
の
戦
闘
で
下
士
官
・
兵
卒
の
戦
死
者
一
二
名

（
将
校
な
し
）、
負
傷
者
は
将
校
三
名
、
下
士
官
・
兵
卒
五
九
名
だ
っ
た
（
第
二

巻
「
附
録
第
四
十

鳳
凰
城
防
戦
守
備
隊
死
傷
表
」）。『
従
軍
日
誌
』
が
山
口
報

告
と
し
て
記
す
の
は
遙
か
に
少
な
い
の
で
、
途
中
報
告
だ
ろ
う
。

午
後
、
守
備
隊
は
追
撃
戦
の
た
め
、
鳳
凰
城
北
方
十
五
キ
ロ
の
長
嶺
子
ま
で
前

進
し
、
宿
営
し
た
が
、
翌
一
四
日
午
後
五
時
頃
、
立
見
旅
団
長
か
ら
鳳
凰
城
に
帰

還
す
べ
し
、
と
い
う
電
報
を
受
け
と
り
、
一
五
日
朝
出
発
し
て
、
同
日
鳳
凰
城
に

帰
っ
た
（
第
二
巻
五
四
八
頁
）。
こ
れ
も
『
従
軍
日
誌
』
の
山
口
報
告
通
り
で
あ

る
。分

水
嶺
と
草
河
口
に
前
進
し
た
立
見
牽
制
支
隊
は
、
大
き
な
戦
闘
を
経
る
こ
と

も
な
く
、「
要
ス
ル
ニ
牽
制
支
隊
ノ
方
面
ハ
殆
ト
無
事
ニ
経
過
シ
タ
リ
」（
第
二
巻

五
四
九
頁
）
の
だ
が
、『
従
軍
日
誌
』
が
記
録
す
る
一
二
月
一
二
日
付
け
立
見
少

将
か
ら
の
電
報
は
『
日
清
戦
史
』
に
記
載
が
な
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
二
日
の

時
点
で
、
連
山
関
方
面
の
清
国
軍
は
退
却
し
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
「
海
城
陥
ル

ノ
徴
候
ナ
ラ
ン
」
と
楽
観
的
に
見
て
い
た
。
単
な
る
推
測
だ
か
ら
『
日
清
戦
史
』

編
纂
者
た
ち
は
採
用
し
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

友
安
大
佐
の
報
告
は
一
五
日
に
鳳
凰
城
に
帰
還
し
て
か
ら
の
戦
闘
報
告
で
、
鳳

凰
城
襲
撃
部
隊
の
退
却
路
を
記
し
、
い
っ
た
ん
は
退
却
し
た
が
ま
た
草
河
口
方
面

に
襲
撃
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
い
う
推
測
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は

『
日
清
戦
史
』
に
は
な
い
。
損
害
の
数
字
に
つ
い
て
は
『
日
清
戦
史
』
よ
り
多
い
。

『
日
清
戦
史
』（
前
掲
「
附
録
第
四
十
」）
で
は
、
戦
死
者
一
二
名
と
将
校
の
負
傷

者
三
名
（
岡
部
克
己
歩
兵
中
尉
・
浅
田
丹
治
歩
兵
中
尉
・
荘
司
都
盛
歩
兵
少
尉
。
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三
名
と
も
小
隊
長
）
は
一
致
し
て
い
る
が
、
負
傷
者
数
は
『
日
清
戦
史
』
五
九
名
、

『
従
軍
日
誌
』
六
三
名
で
、
四
名
の
差
が
あ
る
。
理
由
は
不
明
。『
日
清
戦
史
』

で
は
下
士
官
と
兵
卒
の
区
別
は
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、『
従
軍
日
誌
』
の
数
字
を

信
ず
れ
ば
、
小
隊
長
三
名
と
下
士
官
七
名
の
合
計
一
〇
名
が
負
傷
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
突
貫
攻
撃
な
ど
で
先
頭
に
立
つ
下
級
士
官
・
下
士
官
の
損
耗
が
激
し
い

こ
と
が
わ
か
る
。
戦
利
品
の
記
述
は
『
日
清
戦
史
』
に
は
大
砲
四
門
し
か
な
く
、

そ
れ
が
ド
イ
ツ
製
の
ク
ル
ッ
プ
だ
っ
た
と
い
う
『
従
軍
日
誌
』
の
情
報
は
貴
重
だ
。

「
捕
虜
十
六
」
も
記
録
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
日
清
戦
史
』
に
は
な
い
。
彼
ら

は
無
事
に
日
本
の
捕
虜
収
容
所
へ
送
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
襲
撃
部
隊
が
「
依
将

軍
」
と
い
う
の
は
、
黒
竜
江
将
軍
依
克
唐
阿
の
こ
と
で
、
立
見
尚
文
第
一
〇
旅
団

長
は
、
牽
制
支
隊
の
任
を
終
え
て
、
鳳
凰
城
に
帰
る
時
、
草
河
口
の
民
家
の
壁
に

一
戦
を
交
え
た
か
っ
た
と
い
う
漢
文
を
貼
り
付
け
た
（
第
二
巻
五
五
五
頁
。
文
章

は
第
二
巻
「
附
録
第
四
十
二

立
見
少
将
ノ
依
克
唐
阿
ニ
与
フ
ル
書
」）。

十
二
月
十
六
日

晴
天

〇
・
一
三
〔
零
下
一
七
・
七
度
。
筆
者
は
毎
日
朝

の
気
温
を
記
録
し
て
い
る
が
、
華
氏
な
の
で
計
算
し
た

摂
氏
の
気
温
を
〔

〕
内
に
示
す
。
以
下
同
じ
〕

山
口
少
佐
ヨ
リ
旅
団
長
宛
午
后
八
時
四
十
五
分
発

大
隊
ハ
十
三
日
午
后
四
時
過
キ
鳳
凰
城
ニ
着
ス
、
該
地
ニ
露
営
十
三ママ
日

ノ
戦
争
ニ
参
与
シ
敵
ヲ
撃
退
シ
之
レ
ヲ
追
撃
シ
長
嶺
子
ニ
至
リ
宿
営
、

下
士
以
下
即
死
五
負
傷
十
五
、
十
五
日
鳳
凰
城
ヘ
帰
リ
舎
営
╱
十
二
日

午
前
九
時
三
十
分
草
河
口
ニ
於
テ
立
見
少
将
ヨ
リ
ノ
報
告

我
前
面
ノ

敵
ハ
前
哨
中
隊
長
ノ
報
告
ニ
拠
レ
ハ
退
却
セ
シ
者
ノ
如
ク
明
日
騎
兵
斥

候
ヲ
出
ス
、
察
ス
ル
ニ
海
城
陥
ル
ノ
徴
候
ナ
ラ
ン

十
五
日
午
后
十
一
時
三
十
分
鳳
凰
城
友
安
大
佐
発

敵
ノ
主
ナ
ル
モ
ノ
ハ
遠
ク
賽
馬
集
街
道
ト
賽
馬
集
街
道
ノ
中
道
ト
ノ
西

方
「
サ
ニ
シ
ヤ
ラ
」
ヲ
経
テ
退
却
シ
、
一
部
ハ
吉
林
街
道
ト
賽
馬
集
街

道
ヲ
退
却
シ
、
一
部
ハ
吉
靉
河
ノ
下
流
ヲ
余
カ
攻
撃
前
渡
リ
タ
ル
、
敵

ハ
騎
兵
卒
歩
兵
六
百
斗
リ
ハ
「
ヨ
ユ
カ
ホ
ル
」
東
北
方
ニ
退
却
シ
今
夜

逃
走
四
分
裂
ニ
シ
テ
遠
ク
退
却
セ
リ
、
捕
虜
ノ
言
ニ
拠
レ
ハ
敵
ノ
一
部

ハ
草
河
上
地
方
ニ
ア
ル
者
ノ
如
ク
、
退
却
シ
タ
ル
敵
之
レ
ヲ
合
ス
レ
バ

又
草
河
口
来
ル
ヤ
モ
斗
リ
難
シ
、
我
戦
死
兵
卒
十
二
負
傷
園
田
浅
田
ノ

二
中
尉
庄
司
少
尉
下
士
七
兵
卒
五
十
六
名
ナ
リ
╱
分
捕
大
砲
「
ク
ル
ツ

フ
」
山
砲
二
門
野
砲
二
門
小
銃
八
十
五
軍
旗
七
本
刀
十
二
本
捕
虜
十
六

敵
ノ
死
体
発
見
セ
シ
モ
ノ
百
三
十
九
其
他
馬
及
雑
口
若
干
、
敵
ハ
依
将

軍
率
ヒ
ル
黒
竜
江
ノ
率
ヒ
タ
ル
馬
隊
ナ
リ
ト

二

冬
期
作
戦
の
記
録

（
１
）
第
三
師
団
の
析
木
城
占
領

『
従
軍
日
誌
』
は
、
義
州
駐
屯
中
、
他
の
部
隊
の
情
報
や
戦
闘
情
報
を
克
明
に
記

録
し
て
い
る
。
一
つ
一
つ
は
長
い
か
ら
、
記
憶
の
中
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
部

隊
の
掲
示
板
に
貼
ら
れ
た
も
の
を
記
録
し
て
い
る
か
、
直
接
本
部
か
ら
入
手
し
た

情
報
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
の
は
兵
士
で
は
な

い
た
め
、
筆
者
を
将
校
か
下
士
官
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
記
録
に
間
違
い

が
あ
る
。
一
七
日
（
月
曜
）
の
分
で
は
、
友
安
守
備
隊
の
鳳
凰
城
帰
還
が
一
七
日

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
記
し
た
通
り
一
五
日
の
う
ち
に
帰
還
し
て
い
る
の

二
六
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が
事
実
で
あ
る
。
一
五
日
夜
半
の
電
報
が
鳳
凰
城
か
ら
発
信
さ
れ
た
こ
と
は
『
従

軍
日
誌
』
筆
者
が
記
録
し
て
い
た
通
り
で
あ
る
。

第
三
師
団
長
桂
太
郎
中
将
の
電
報
が
、
一
七
日
の
『
従
軍
日
誌
』
に
記
さ
れ
た
。

冬
期
の
直
隷
作
戦
を
願
望
し
て
い
た
山
縣
有
朋
第
一
軍
司
令
官
や
第
一
軍
司
令
部

は
、
大
本
営
に
強
く
要
求
し
て
海
城
攻
略
作
戦
を
認
め
さ
せ
た
。
そ
の
主
力
は
桂

の
第
三
師
団
で
、
第
三
師
団
は
一
二
月
九
日
ま
で
に
岫
巌
に
集
結
し
、
ま
ず
そ
の

五
〇
キ
ロ
北
に
あ
る
析
木
城
攻
略
を
進
め
て
い
た
。
積
雪
と
凍
結
し
た
山
野
を
重

武
装
で
移
動
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
を
極
め
て
い
た
。
一
二
月
一
二
日
第
三
師
団

の
前
衛
部
隊
が
析
木
城
に
到
着
し
た
が
、
清
国
軍
は
撤
退
し
て
、
も
ぬ
け
の
殻
だ

っ
た
。
総
統
馬
三
元
ら
は
、
析
木
城
の
宿
舎
を
焼
き
、
撤
退
し
て
い
た
（
第
四
巻

四
六
頁
）。
師
団
本
隊
は
同
日
午
前
一
〇
時
半
に
析
木
城
に
到
着
し
、
午
後
二
時

半
楊
家
屯
に
達
し
、
村
落
露
営
に
な
っ
た
（
同
五
一
頁
）。『
日
清
戦
史
』
が
こ
の

経
過
を
一
二
日
の
こ
と
と
す
る
の
に
対
し
、『
従
軍
日
誌
』
は
一
四
日
午
前
一
〇

時
ま
で
の
出
来
事
と
す
る
電
報
を
採
録
し
て
い
る
。
一
四
日
付
桂
電
報
が
、「
前

衛
ヲ
以
テ
営
城
子
ヲ
占
領
セ
シ
メ
タ
リ
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、『
日
清
戦
史
』

で
一
二
日
午
後
五
時
半
の
こ
と
と
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
同
五
一
頁
）、
一
二

日
夜
発
信
の
電
報
で
あ
る
の
を
写
し
損
な
っ
た
と
考
え
た
い
。『
従
軍
日
誌
』
が

記
す
「
揚
家
店
」
は
「
楊
家
屯
」、「
大
石
揚
」
は
「
大
石
橋
」
の
書
き
誤
り
。
桂

の
文
末
に
あ
る
「
昨
今
両
日
」
の
戦
闘
の
負
傷
者
七
名
と
は
、
析
木
城
攻
撃
の
前

哨
戦
で
あ
る
一
一
日
の
二
道
河
子
で
の
戦
闘
の
負
傷
者
七
名
（
同
四
一
頁
）
と
一

致
す
る
。
た
だ
「
敵
ノ
死
傷
約
百
名
」
は
『
日
清
戦
史
』
に
は
記
載
が
な
い
新
情

報
。十

二
月
十
七
日

晴
天

〇
・
八
〔
零
下
一
七
・
三
度
〕

本
日
友
安
大
佐
ノ
率
ヒ
ル
枝
隊
ハ
鳳
凰
城
ニ
帰
ル

亦
桂
中
将
ヨ
リ
情
報
左
ノ
如
ク

十
四
日
午
前
十
時
発

敵
ハ
今
朝

木
城
ヲ
焼
キ
海
城
方
向
ニ
退
却
セ
リ
、
師
団
ハ
之
レ
ヲ
追

撃
シ
テ
揚
家
店

マ

マ
ニ
達
シ
前
衛
ヲ
以
テ
営
城
子
ヲ
占
領
セ
シ
メ
タ
リ
、
尚

ホ
敵
ノ
一
部
ハ
大
石
揚

マ

マ
ヲ
経
テ
営
口
ニ
向
ヒ
退
却
セ
リ
、
明
日
師
団
ハ

海
城
ニ
向
ヒ
テ
前
進
セ
ン
ト
ス
╱

木
城
ニ
ハ
僅
カ
ニ
二
家
ヲ
焼
失
セ

シ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
我
兵
之
レ
ヲ
消
シ
止
メ
タ
リ
、
昨
今
両
日
ニ
テ
敵
ノ
死

傷
約
百
名
昨
日
報
セ
シ
負
傷
者
ハ
七
名
ナ
リ

（
２
）
第
三
師
団
の
海
城
占
領

零
度
以
下
の
晴
天
が
続
い
て
い
た
が
、
桂
第
三
師
団
長
か
ら
の
電
報
が
一
八
日

も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
海
城
攻
略
を
め
ざ
し
、
一
二
日
に
は
楊
家
屯
な
ど
に
進
駐

し
た
第
三
師
団
は
、
同
日
午
後
九
時
、
一
三
日
に
海
城
を
総
攻
撃
、
と
い
う
師
団

命
令
を
発
し
、
戦
闘
序
列
を
指
示
し
た
（
第
四
巻
五
二
〜
五
三
頁
）。
若
干
の
戦

闘
の
後
、
一
三
日
午
前
一
一
頃
よ
り
、
前
衛
部
隊
が
海
城
に
進
入
し
、
本
隊
も
続

い
て
入
城
し
た
。
桂
師
団
長
が
山
縣
第
一
軍
司
令
官
に
、
海
城
占
領
と
い
う
報
告

を
発
送
し
た
の
は
午
後
一
時
と
い
う
早
さ
だ
っ
た
。『
従
軍
日
誌
』
が
こ
の
海
城

攻
略
を
「
十
五
日
」
と
記
す
の
は
お
か
し
い
。『
日
清
戦
史
』
の
記
述
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
述
ヘ
来
リ
シ
カ
如
ク
第
三
師
団
ハ
竟
ニ
甚
シ
キ
抵
抗
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
無

ク
海
城
ヲ
占
領
シ
、
敵
ノ
大
部
ハ
遼
陽
方
向
ニ
、
一
部
ハ
牛
荘
方
向
ニ
退
却

シ
、
其
兵
力
約
五
千
ナ
ル
ヲ
確
認
セ
シ
カ
ハ
、
師
団
長
ハ
茲
ニ
海
城
ニ
宿
営

セ
ン
カ
為
メ
午
後
四
時
命
令
ヲ
下
シ
、
左
ノ
如
ク
宿
営
警
戒
セ
シ
メ
タ
リ

二
七

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
五
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）



（
第
四
巻
六
七
頁
）

一
八
日

火
曜
）も
晴
天
で
、
寒
く
、
記
述
は
桂
第
三
師
団
長
か
ら
の
情
報
を
転

載
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
る
。

遼
陽
方
向
へ
の
退
却
や
、
兵
力
五
千
な
ど
共
通
す
る
点
も
あ
る
が
、
最
後
の
損
害

に
つ
い
て
の
記
録
は
異
な
る
。『
日
清
戦
史
』
は
清
国
軍
の
損
害
を
記
さ
ず
、
日

本
軍
は
歩
兵
第
一
九
聯
隊
の
下
士
官
・
兵
卒
四
名
の
負
傷
を
記
録
し
て
い
る
。
桂

師
団
長
の
報
告
に
は
「
我
兵
死
傷
ナ
シ
」
と
あ
る
の
は
、
一
三
日
の
夜
か
一
四
日

の
朝
に
打
電
し
た
か
ら
情
報
不
足
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
従
軍
日
誌
』
の

記
録
す
る
「
十
七
日
午
前
七
時
」
の
情
報
と
し
て
は
腑
に
落
ち
な
い
。
や
は
り
日

付
の
記
録
間
違
い
だ
ろ
う
。

十
二
月
十
八
日

晴
天

〇
・
一
四
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

情
報
ア
リ
、
左
ノ
如
シ

十
七
日
午
前
七
時

中
将

三
原
大
隊
ハ
十
五
日
双
嶺
附
近
ニ
於
テ
敵
ノ
散
兵
ヲ
打
チ
捕
虜
三
名
ヲ

得
タ
リ
、
仝
隊
ハ
昨
夜
河
城
口
ヨ
リ
泉
寺
ニ
通
ス
ル
処
ニ
宿
泊
セ
リ
╱

第
三
師
団
ハ
十
五
日
海
城
ニ
敵
ヲ
撃
退
、
午
前
十
一
時
海
城
ヲ
占
領
セ

リ
、
敵
ハ
遼
陽
ニ
向
ヒ
退
却
セ
リ
、
其
兵
力
約
五
千
、
我
兵
死
傷
ナ
シ
、

敵
ノ
死
体
未
詳
ナ
レ
ト
モ
四
五
十
モ
有
ラ
ン
カ

（
３
）
山
縣
有
朋
第
一
軍
司
令
官
の
更
迭
と
海
城
防
衛
戦

一
二
月
一
九
日

水
曜
）も
零
下
が
続
く
。
宿
舎
近
く
の
火
事
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

兵
卒
と
軍
夫
、
計
一
二
名
が
負
傷
な
の
で
、
そ
う
と
う
大
き
い
火
事
騒
ぎ
と
な
っ

た
。
山
縣
有
朋
の
更
迭
も
一
九
日
の
『
従
軍
日
誌
』
に
記
さ
れ
た
。
そ
の
経
過
は

『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五
五
六
〜
五
五
九
頁
に
「
四

第
一
軍
司
令
官
ノ
更
迭
及

軍
司
令
部
岫
巌
ヘ
前
進
」
と
し
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
更
迭
の
意
味
に
つ

い
て
は
議
論
が
あ
る
の
だ
が
（
藤
村
道
生
『
日
清
戦
争
』、
斎
藤
聖
二
『
日
清
戦

争
の
軍
事
戦
略
』
な
ど
）、
斎
藤
説
の
、
直
隷
作
戦
実
行
の
た
め
に
病
気
の
山
縣

を
更
迭
し
た
と
い
う
判
断
を
支
持
す
る
（
拙
著
『
日
清
戦
争
』
一
八
八
頁
）。
山

縣
は
一
七
日
に
広
島
ま
で
戻
り
、
天
皇
に
拝
謁
の
後
、
一
九
日
に
正
式
に
解
任
さ

れ
た
。
直
ち
に
野
津
道
貫
第
五
師
団
長
が
、
師
団
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
第
一
軍
司
令

官
に
補
さ
れ
た
。
後
任
の
第
五
師
団
長
は
奥
保
鞏
（
九
月
に
欧
州
出
張
か
ら
戻
っ

た
ば
か
り
）
が
任
じ
ら
れ
た
。
一
九
日
の
『
従
軍
日
誌
』
に
は
、
野
津
の
師
団
長

を
免
じ
、
第
一
軍
司
令
官
に
補
さ
れ
た
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
た
。
現
場
の
人
事
異

動
が
い
ち
早
く
伝
わ
っ
た
。
久
し
振
り
の
慰
問
品
配
賦
が
あ
り
、
宝
丹
一
個
と
守

り
札
だ
っ
た
。
宝
丹
は
気
付
け
薬
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
有
名
で
、『
従
軍
日
誌
』

の
記
述
か
ら
は
、
常
備
の
携
帯
薬
で
は
な
く
、
寄
付
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

十
二
月
十
九
日

晴
天

〇
・
八
〔
零
下
一
七
・
三
度
〕

此
日
宿
営
近
傍
ニ
火
事
ア
リ
テ
我
隊
出
シ
テ
消
防
セ
リ
、
兵
卒
十
一
名
負
傷

人
夫
一
名
負
傷
╱
此
日
野
津
中
将
ハ
免
本
職
ヲ
更
ニ
補
第
一
軍
司
令
官
、
第

五
師
団
ハ
第
一
軍
司
令
官
ノ
直
属
ト
ナ
ル
╱
此
日
小
寄
贈
ノ
宝
丹
一
個
ツ
ヽ

分
配
、
尚
ホ
浄
土
宗
賑
恤
部
ヨ
リ
守
護
札
ヲ
モ
分
配
セ
ラ
ル

二
〇
日

木
曜
）も
晴
天
の
寒
さ
。
補
給
が
改
善
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
中

国
米
・
朝
鮮
米
か
ら
日
本
米
に
な
っ
た
。

十
二
月
二
十
日

晴
天

〇
・
九
〔
零
下
一
七
・
二
度
〕

此
日
ヨ
リ
支
那
朝
鮮
米
ヲ
廃
シ
テ
日
本
ヲ
給
与
セ
ラ
ル

一
九
日
に
広
島
大
本
営
で
発
令
さ
れ
た
山
縣
有
朋
を
第
一
軍
司
令
官
か
ら
免
ず
る

二
八

混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
５
）

原
田
敬
一
）



と
い
う
情
報
が
、
や
っ
と
二
一
日

金
曜
）に
入
っ
て
き
た
。
仙
波
太
郎
第
五
師
団

参
謀
と
一
戸
兵
衛
大
隊
長
の
異
動
を
記
録
し
て
い
る
の
は
、『
従
軍
日
誌
』
の
著

者
が
尉
官
ク
ラ
ス
の
た
め
、
関
心
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
著

者
は
下
士
官
で
は
な
く
、
砲
兵
大
尉
か
砲
兵
中
尉
と
想
定
し
た
い
。
た
だ
こ
の
情

報
に
は
誤
り
が
あ
る
。
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
』
に
よ
れ
ば
、
一
戸

は
一
八
九
四
年
一
二
月
に
中
佐
に
昇
任
し
、
第
五
師
団
参
謀
に
な
っ
た
に
と
ど
ま

る
。
中
佐
で
師
団
参
謀
長
に
は
な
れ
な
い
。
仙
波
に
つ
い
て
は
、
こ
の
転
任
の
事

実
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。『
総
合
事
典
』
で
関
連
す
る
記
載
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

一
八
九
四
年
六
月

第
五
師
団
参
謀
╱
一
八
九
五
年
五
月
中
佐
╱
一
八
九
五

年
七
月
第
二
師
団
参
謀
╱
一
八
九
六
年
九
月
陸
士
教
官

『
従
軍
日
誌
』
と
『
総
合
事
典
』
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
、
現
在
判
定
材
料
は

な
い
。
二
一
日
午
後
桂
第
三
師
団
長
か
ら
の
情
報
は
、
海
城
に
迫
る
宋
慶
（
本
拠

地：

営
口
）
軍
ヘ
の
対
処
と
、
そ
の
延
長
戦
と
し
て
の

瓦
寨
占
領
だ
っ
た
。
地

名
は
電
報
の
音
を
漢
字
表
記
し
た
こ
と
と
、
地
図
の
情
報
不
足
も
加
わ
っ
て
誤
記

が
見
ら
れ
る
。
宗
慶
軍
が
「
運
動
」
し
て
い
る
「
蓋
し
原
屯
柳
公
化
」
は
「
東
柳

公
屯
」、
大
島
隊
が
一
七
日
向
か
っ
た
「
膝
用
山
」
は
「
京
甲
山
」、
激
戦
地
の

「
江
瓦
寨
」
は
「

瓦
寨
」
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。

攻
撃
は
一
九
日
早
朝
か
ら
柳
公
屯
、
蓋
家
屯
な
ど
で
始
ま
っ
た
が
、
大
き
な
戦

闘
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
海
城
周
辺
に
現
れ
て
い
た
宋
慶
軍
は
撤
退
し
て
い
っ
た

（
第
四
巻
一
〇
四
頁
）。
蓋
家
屯
か
ら
下
加
河
に
進
ん
だ
大
迫
隊
（
歩
兵
第
六
聯

隊
の
二
箇
大
隊
と
歩
兵
第
一
八
聯
隊
の
一
箇
大
隊
を
基
幹
）
が
、
正
午
前
に
宋
慶

軍
と
衝
突
し
た
。
先
頭
に
立
っ
た
歩
兵
第
一
八
聯
隊
第
一
大
隊
（
石
田
大
隊
）
は
、

「
四
方
ニ
一
ノ
遮
蔽
物
ナ
キ
積
雪
（
深
サ
三
四
十
珊
米
）
上
ヲ
前
進
シ
、
歩
度
遅

緩
シ
死
傷
相
踵
キ
漸
次
惨
憺
タ
ル
光
景
ヲ
現
出
ス
ル
ニ
至
リ
シ
」（
第
四
巻
一
一

一
〜
一
一
二
頁
）
と
、「
此
攻
撃
ニ
於
ケ
ル
石
田
大
隊
ノ
死
傷
ハ
七
十
五
名
ニ
シ

テ
当
時
大
隊
戦
員
（
将
校
以
下
三
百
八
十
余
名
）
ノ
約
五
分
一
ナ
リ
、
而
シ
テ
小

隊
長
七
名
ノ
内
傷
カ
サ
ル
者
僅
ニ
一
名
ノ
ミ
」（
同
一
一
二
〜
一
一
三
頁
）
と
い

う
激
戦
と
な
っ
た
。
野
砲
第
三
聯
隊
の
一
部
、
砲
三
門
が
到
着
し
、
し
だ
い
に
砲

戦
が
激
し
く
な
る
と
、
夕
方
ま
で
に
于
官
屯
や
馬
圏
子
な
ど
を
占
領
し
て
い
っ
た
。

午
後
二
時
、
大
迫
隊
に
大
島
隊
を
加
え
、
午
後
四
時
に
は

瓦
寨
の
本
格
的
攻
撃

が
開
始
さ
れ
、
宋
慶
軍
の
野
砲
六
門
や
歩
兵
の
猛
射
を
受
け
、
苦
戦
し
た
が
、
突

貫
攻
撃
で
午
後
五
時
半

瓦
寨
を
漸
く
占
領
す
る
（
第
四
巻
一
二
二
頁
）。
桂
の

報
告
に
「
敵
ハ
未
曾
有
ノ
頑
固
抵
抗
ヲ
ナ
シ
」
た
、
と
あ
る
よ
う
に
、『
日
清
戦

史
』
も
「
両
軍
ノ
銃
砲
声
天
地
ヲ
震
動
シ
勝
敗
ノ
決
未
タ
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」

（
同
）、「
是
時
ニ
及
ヒ
疲
労
漸
ク
加
ハ
リ
死
傷
相
踵
キ
茲
ニ
惨
憺
タ
ル
景
況
ヲ
現

出
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」（
同
）
な
ど
激
戦
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
戦
闘
で
の
損
害

は
、
桂
報
告
の
言
う
「
我
死
傷
百
余
」
と
い
う
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

『
日
清
戦
史
』
の
記
録
を
引
用
す
る
。

而
シ
テ
我
軍
ノ
死
者
六
十
九
名
、
傷
者
三
百
三
十
九
名
ナ
リ
（
中
略
）
其
他

第
三
師
団
ハ
多
数
ノ
凍
傷
患
者
ヲ
生
セ
リ
（
二
十
四
日
第
三
師
団
軍
医
部
長

ヨ
リ
軍
司
令
部
ヘ
出
セ
ル
報
告
ニ
依
レ
ハ
同
日
在
海
城
各
隊
ノ
凍
傷
患
者
ハ

重
傷
五
百
三
十
九
名
、
軽
傷
五
百
二
十
三
名
ア
リ
）（
第
四
巻
一
二
八
頁
）

合
計
す
る
と
一
四
七
〇
名
と
い
う
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
、
ま
さ
に
激
戦
だ
っ

た
。
激
戦
だ
っ
た
こ
と
が
大
本
営
に
伝
わ
る
と
、
一
二
月
三
〇
日
天
皇
の
勅
語
が

第
一
軍
司
令
官
野
津
道
貫
に
与
え
ら
れ
た
。
帰
国
し
陸
軍
の
「
監
軍
」
に
任
じ
ら

二
九
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れ
た
山
縣
有
朋
が
、
功
績
を
評
価
し
、
勅
語
の
伝
達
を
天
皇
に
求
め
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

其
軍
ノ
一
部
海
城
地
方
ニ
於
テ
優
勢
ノ
敵
ヲ
邀
撃
シ
雪
中
数
時
間
ノ
劇
戦
ニ

耐
ヘ
猛
烈
ノ
奮
闘
ヲ
以
テ
之
ヲ
破
ル
、
朕
深
ク
其
忠
勇
ヲ
嘉
尚
ス
（
第
四
巻

一
二
九
頁
）

『
日
清
戦
史
』
に
は
翌
年
元
旦
に
、
第
三
師
団
長
が
奉
読
し
た
、
と
あ
る
が

（
同
）、
第
五
師
団
に
属
す
る
筆
者
の
『
従
軍
日
誌
』
に
は
こ
う
し
た
記
事
が
な

い
。十

二
月
二
十
一
日

晴
天

〇
・
八
〔
零
下
一
七
・
三
度
〕

山
縣
軍
司
令
官
ハ
免
本
職
、
監
軍
仰
付
ラ
ル
╱
第
五
師
団
参
謀
仙
波
少
佐
本

職
ヲ
免
シ
歩
兵
第
十
一
聯
隊
第
一
大
隊
長
ニ
補
セ
ラ
ル
╱
歩
兵
第
十
一
聯
隊

第
一
大
隊
長
一
戸
少
佐
ハ
中
佐
ニ
任
セ
ラ
レ
第
五
師
団
参
謀
長
ニ
補
セ
ラ
ル

╱
情
報
左
ノ
如
シ
、
廿
一
日
午
后
二
時
四
十
分
着
、
桂
中
将
報
告

十
八
日
宋
慶
ハ
一
万
余
ノ
兵
ヲ
率
ヒ
我
陣
地
ノ
前
三
里
ナ
ル
、
蓋
し
原
屯

柳
公
化
附
近
ヲ
運
動
シ
師
団
ハ
之
レ
ヲ
駆
逐
ス
ル
ノ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
至

リ
、
昨
日
去
明
ヨ
リ
大
島
隊
ヲ
膝
用
山
ニ
今
日
大
迫
隊
ヲ
以
テ
蓋
家
屯
ニ

向
ヒ
前
進
セ
シ
メ
午
后
ニ
至
リ
大
迫
隊
ヲ
江
瓦
賽

マ

マ
ト
下
加
河
ト
ノ
間
ニ
於

テ
敵
ハ
突
衝
シ
、
遂
ニ
大
島
隊
及
ヒ
予
備
隊
ヲ
モ
戦
線
ニ
加
ハ
リ
劇
戦
四

時
間
、
遂
午
后
五
時
頃
見
事
江
瓦
賽
ヲ
占
領
セ
リ
、
敵
ハ
未
曾
有
ノ
頑
固

抵
抗
ヲ
ナ
シ
我
軍
二
回
ノ
突
貫
ヲ
成
シ
タ
ル
后
、
西
方
及
営
口
ニ
向
ヒ
退

却
セ
リ
、
我
死
傷
百
余
、
敵
ノ
死
傷
未
明
、
師
団
ハ
一
部
隊
ヲ
仝
地
ニ
残

シ
置
キ
主
力
ヲ
以
テ
仝
夜
海
城
ニ
凱
旋
セ
リ

三

冬
期
の
防
衛
戦

（
１
）
海
城
と
草
河
口
の
防
衛
戦

二
二
日

土
曜
）も
零
下
の
晴
天
だ
っ
た
。
冒
頭
の
人
事
異
動
情
報
は
、
第
五
師

団
副
官
の
和
知
泰
一
郎
少
佐
の
こ
と
で
、「
理
部
」
と
は
「
経
理
部
」
の
書
き
間

違
い
か
も
知
れ
な
い
。

桂
第
三
師
団
長
か
ら
の
長
い
報
告
は
、
宋
慶
軍
の
状
況
と
第
三
師
団
の
作
戦
計

画
な
ど
軍
事
機
密
に
関
わ
る
内
容
で
あ
り
、
こ
う
し
た
内
容
が
大
隊
程
度
の
部
隊

掲
示
板
に
掲
げ
ら
れ
た
と
は
に
わ
か
に
は
信
じ
難
い
。
大
隊
か
ら
聯
隊
本
部
へ
異

動
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
前
日
の
『
従
軍
日
誌
』
に
採
録
さ
れ
た
桂

報
告
は
二
一
日
の
午
後
二
時
四
〇
分
で
、
こ
の
日
の
桂
報
告
は
二
一
日
の
午
後
四

時
四
五
分
だ
か
ら
、
ど
ち
ら
も

瓦
寨
占
領
の
報
告
で
、
同
じ
よ
う
な
内
容
に
な

っ
て
い
る
。

草
河
口
の
立
見
第
一
〇
旅
団
長
か
ら
の
報
告
も
、
同
じ
二
一
日
の
夕
方
に
発
信

さ
れ
た
も
の
で
、
き
わ
め
て
面
白
い
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
立
見
支
隊
は
鳳
凰
城

の
前
線
で
あ
る
草
河
口
に
駐
屯
し
て
い
た
が
、
梨
子
舗
に
伏
兵
を
置
い
て
、
清
国

軍
の
斥
候
一
名
を
捕
ら
え
、
高
家
嶺
に
三
営
（
一
営
約
五
〇
〇
人
と
し
て
約
千
五

〇
〇
人
）
の
新
募
兵
、
指
揮
官
は
高
で
、
小
銃
は
旧
式
の
ゲ
ベ
ー
ル
銃
、
連
山
関

に
は
一
営
と
馬
隊
若
干
、
摩
天
嶺
は
三
営
で
ド
イ
ツ
製
の
モ
ー
ゼ
ル
小
銃
で
装
備

し
、
指
揮
官
は

士
成
、
と
い
う
戦
力
情
報
を
得
た
。
さ
ら
に
、
兵
士
た
ち
の
噂

話
と
し
て
、
依
克
唐
阿
将
軍
す
ら
敗
退
し
た
、
ま
し
て
我
々
で
は
敵
わ
な
い
、
と

う
て
い
日
本
兵
に
は
当
た
っ
て
は
駄
目
だ
、
と
い
う
空
気
が
広
が
り
、
昨
夜
も
三

名
脱
走
し
た
、
こ
う
し
て
日
本
兵
を
恐
れ
て
脱
走
す
れ
ば
斬
に
処
せ
ら
れ
る
、
止

三
〇

混
成
第
九
旅
団
の
日
清
戦
争
（
５
）

原
田
敬
一
）



ま
っ
て
も
逃
げ
て
も
難
し
い
、
と
語
っ
た
よ
う
だ
。
鳳
凰
城
守
備
の
一
方
で
、
立

見
第
一
〇
旅
団
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
が
、『
日
清
戦
史
』
に

は
こ
れ
ら
は
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

十
二
月
二
十
二
日

晴
天

〇
・
四
〔
零
下
一
七
・
五
度
〕

理
部
和
智
少
佐
ハ
第
一
軍
副
官
ニ
補
セ
ラ
レ
タ
リ
╱
情
報
ア
リ
左
ノ
如
シ

十
二
月
廿
一
日
午
后
四
時
四
十
五
分
発

桂
中
将
発

海
城
ニ
進
出
セ
ル
我
戦
略
運
動
ハ
一
ノ
結
果
蓋
平
ニ
在
リ
シ
敵
将
宋
慶
ト

シ
テ
其
位
置
ニ
止
マ
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ラ
シ
ム
、
彼
レ
カ
昨
今
師
団
ノ
側
面

ヲ
脅
威
シ
ツ
ヽ
我
前
面
ヲ
横
過
シ
テ
大
石
岑
ヨ
リ
水
岑
江
江
有
賽
附
近
ヲ

経
テ
運
動
ス
、
依
テ
師
団
ハ
彼
レ
ノ
遼
陽
方
向
向ママ
ニ
退
却
ス
ル
ヲ
挫
ケ
之

レ
ヲ
西
方
ニ
圧
迫
セ
シ
為
メ
ニ
今
日
紅ママ
家
賽
附
近
ニ
於
テ
彼
レ
ヲ
攻
撃
シ

劇
戦
五
時
間
実
質
四
会
ノ
後
之
レ
ヲ
撃
破
ス
、
敵
ハ
営
口
方
行
ニ
潰
走
ス
、

敵
ノ
兵
力
ハ
概
ネ
二
万
ヲ
下
ラ
ズ
、
師
団
ハ
四
大
隊
砲
五
中
隊
ヲ
以
テ
之

レ
ヲ
当
ル
、
彼
レ
我
死
傷
未
明

仝
午
后
四
時
三
十
分
草
河
口
ニ
於
テ
立
見
少
将
発

今
朝
梨
子
舗
ニ
「
ヂ
ベ
ー
ル
」
ナ
リ
伏
兵
ヲ
設
ケ
、
敵
ノ
斥
候
一
名
ヲ
傷

ケ
之
レ
ヲ
生
擒
セ
リ
、
携
帯
銃
ハ
捕
虜
ノ
言
ニ
依
レ
ハ
自
今
高
家
嶺
ノ
敵

ハ
新
正
営
新
副
営
新
別
営
ノ
三
営
ニ
シ
テ
皆
新
募
兵
ナ
リ
、
其
携
帯
銃
ハ

何
レ
モ
「
ゲ
ベ
ー
ル
」
ナ
リ
、
二
人
持
ノ
長
キ
銃
モ
若
干
ア
リ
、
其
隊
長

高
ナ
リ
、
連
山
関
ニ
ハ
仁
字
営
ト
馬
隊
若
干
ア
リ
、
魔
天
嶺
ニ
ハ
盛
字
軍

三
営
ニ
シ
テ
即
別
中
后
ノ
三
営
ナ
リ
、
其
携
帯
銃
ハ
「
モ
ー
ゼ
ー
ル
」
ナ

リ
、
其
将
ハ
塁ママ
士
成
ナ
リ
、
依
テ
蔣
軍
敗
走
ノ
節
ハ
魔
天
嶺
ハ
通
過
セ
ザ

ル
ノ
敵
ノ
兵
卒
等
ハ
依
将
軍
ス
ラ
破
退
セ
リ
、
況
ヤ
我
等
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
、

到
底
日
本
兵
ニ
ハ
当
ル
不
可
、
昨
夜
モ
三
名
逃
亡
セ
リ
、
敵
兵
目
下
ノ
状

況
ハ
進
ン
デ
日
本
兵
ヲ
恐
レ
逃
亡
ス
レ
ハ
斬
者
セ
ラ
ル
、
何
レ
モ
困
難
ニ

ア
ル
ナ
リ
ト
。

一
二
月
二
三
日
は
日
曜
日
だ
っ
た
の
で
、
酒
一
合
が
分
配
さ
れ
た
。

十
二
月
二
十
三
日

晴
天

一
・
〇
〔
零
下
一
七
・
二
度
〕

此
日
酒
一
合
ツ
ヽ
分
配
セ
ラ
ル

二
四
日

月
曜
）は
、
降
雪
は
な
か
っ
た
が
、
露
が
激
し
く
固
ま
っ
た
。

十
二
月
二
十
四
日

晴
天

〇
・
五
〔
零
下
一
七
・
五
度
〕

此
日
露
甚
シ
ク
恰
モ
積
雪
ノ
如
シ

二
五
日

火
曜
）は
特
記
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
零
下
の
晴
天
の
み
の
記

述
だ
っ
た
。

十
二
月
二
十
五
日

晴
天

〇
・
七
〔
零
下
一
七
・
四
度
〕

（
２
）
九
連
城
ヘ
の
移
駐

義
州
で
の
の
ん
び
り
し
た
冬
営
に
も
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
師
団
命
令
は
一
二
月
二
三
日
に
発
せ
ら
れ
て
い
た
（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五

五
六
頁
）。

是
ヨ
リ
先
キ
（
二
十
三
日
）
第
五
師
団
長
ハ
九
連
城
ニ
在
ル
野
戦
砲
兵
第
五

聯
隊
本
部
及
第
二
大
隊
ヲ
鳳
凰
城
ニ
移
シ
テ
立
見
旅
団
ニ
増
加
シ
、
同
聯
隊

第
三
大
隊
ヲ
九
連
城
ニ
移
ス
ノ
命
令
ヲ
発
セ
リ
（
其
結
果
同
聯
隊
長
中
佐
柴

田
正
孝
ハ
本
部
及
第
二
大
隊
ヲ
率
ヰ
二
十
五
日
九
連
城
ヲ
出
発
シ
二
十
七
日

鳳
凰
城
ニ
到
著
セ
リ
、
又
同
聯
隊
第
三
大
隊
（
長
、
少
佐
金
子
直
寿
）
ハ
二

十
六
日
九
連
城
ニ
移
転
セ
リ
）（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五
五
六
頁
。
本
文
中
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の
（

）
は
二
行
割
り
を
記
述
し
た
）

し
ば
し
ば
襲
来
す
る
清
国
軍
に
対
抗
す
る
た
め
、
鳳
凰
城
の
立
見
旅
団
（
混
成

第
一
〇
旅
団
）
を
増
強
す
る
必
要
か
ら
、
野
砲
一
箇
大
隊
を
鳳
凰
城
に
移
動
さ
せ
、

空
い
た
九
連
城
の
砲
兵
隊
と
し
て
筆
者
の
野
砲
第
三
大
隊
が
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
従
軍
日
誌
』
筆
者
の
書
い
て
い
る
、
一
二
月
二
六
日
（
水
曜
）
朝
か
ら
第
三
大

隊
は
九
連
城
に
移
り
、
そ
れ
は
第
二
大
隊
の
穴
埋
め
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
正

し
い
。十

二
月
二
十
六
日

晴
天

三
・
〇
〔
零
下
一
六
・
一
度
〕

此
日
午
前
七
時
ヨ
リ
九
連
城
ニ
移
転
ス
、
是
レ
第
二
大
隊
鳳
凰
城
ニ
前
進
セ

シ
ヲ
以
テ
ナ
リ

移
動
を
終
わ
っ
た
一
二
月
二
七
日
（
木
曜
）
か
ら
、
ま
た
九
連
城
で
の
冬
営
生

活
が
続
く
。
相
変
わ
ら
ず
寒
く
、
雪
は
三
〇
㌢
以
上
、
寒
暖
計
は
摂
氏
の
零
下
一

七
・
七
度
を
示
し
て
い
た
。

十
二
月
二
十
七
日

雪

〇
・
一
四
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

今
朝
以
来
降
雪
尺
余
ニ
及
ヒ
寒
暖
計
室
外
〇
度

（
３
）

瓦
寨
攻
略
戦

二
八
日

金
曜
）も
零
下
厳
し
い
晴
天
だ
っ
た
。
前
日
の
二
七
日
朝
、
海
城
の
第

三
師
団
か
ら
の
電
報
は
、
昼
過
ぎ
に
安
東
県
に
着
き
、
九
連
城
の
第
五
師
団
司
令

部
に
二
八
日
届
い
た
。
内
容
は
、

瓦
寨
攻
略
戦
の
詳
報
で
、
二
一
日
、
二
二
日

の
桂
報
告
に
次
ぐ
第
三
報
で
あ
る
。
こ
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
戦
闘
詳
報
で
は

自
軍
の
損
害
と
共
に
、
敵
軍
の
損
害
も
記
録
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
日
清

戦
史
』
に
は
清
国
軍
の
損
失
は
ほ
と
ん
ど
記
録
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の

瓦
寨

攻
略
戦
で
も
第
四
巻
一
二
八
頁
に
、
両
軍
の
戦
闘
人
員
と
大
砲
数
、
第
三
師
団
の

消
費
弾
数
と
死
傷
者
は
記
録
し
た
が
、
清
国
軍
に
つ
い
て
は
な
い
。
そ
の
中
で
、

こ
の
海
城
発
電
の
中
に
、「
死
者
二
三
百
人
」「（
負
傷
者
は
）
死
者
ノ
倍
ス
ル
ナ

ラ
ン
」
と
記
し
て
い
る
の
は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

十
二
月
二
十
八
日

晴
天

〇
・
一
五
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

情
報
十
二
月
廿
七
日
午
前
十
時
四
十
五
分
海
城
発

午
后
十
二
時
四
十
分
安

東
県
ニ
着

十
七
日
以
来
諸
情
ニ
依
リ
宋
慶
ノ
軍
ハ
大
石
橋
虎
章
屯
（
支
那
国
）
ニ
ア
リ

蓋
家
屯
附
近
ヲ
経
テ
北
行
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
十
八
日
午
后
二
時
ニ
ハ
我
前
哨

線
ノ
方
行ママ
一
二
里
ノ
処
ニ
敵
ノ
兵
騎
兵
来
リ
、
柳
公
屯
蓋
家
屯
紅
瓦
賽

マ

マ
附
近

ハ
敵
ノ
大
部
隊
在
ル
ヲ
知
リ
、
依
而
翌
十
九
日
之
レ
ヲ
攻
撃
ス
ル
ニ
決
シ
テ

前
前
進ママ
セ
シ
ニ
柳
公
屯
及
蓋
家
敵
ハ
退
却
セ
リ
、
依
而
大
迫
少
将
ヲ
シ
テ
歩

兵
第
三
大
隊
騎
兵
一
中
隊
砲
兵
三
中
隊
ヲ
以
テ
紅
瓦
賽

マ

マ
ヘ
前
進
ヲ
命
シ
其
他

ハ
蓋
家
屯
八
里
家
子
ニ
停
止
セ
シ
ム
ナ
リ
ト
、
依
而
大
隊
ヲ
八
里
家
子
ニ
止

メ
蓋
平
街
道
ノ
守
備
ト
ナ
シ
本
隊
ハ
再
ビ
前
進
ス

大
迫
ノ
前
営
ハ
午
后
一
時
前
開
戦
セ
シ
モ
敵
強
大
ノ
兵
力
現
ハ
レ
紅
尾
賽
及

其
東
方
ノ
森
林
ニ
拠
リ
頑
固
ニ
防
禦
ス
ル
ニ
次
テ
本
隊
ノ
到
着
マ
テ
待
ズ
ノ

戦
ヲ
ナ
ス
、
午
后
四
時
過
キ
大
隊
ハ
突
貫
シ
テ
之
レ
ヲ
占
領
ス
、
依
而
直
チ

ニ
本
隊
ノ
砲
兵
二
中
隊
ヲ
更
ニ
増
加
シ
、
仝
時
ニ
大
島
少
将
ヲ
シ
テ
本
道
ヨ

リ
紅
瓦
賽ママ
ヲ
攻
撃
セ
シ
メ
突
貫
四
回
ノ
後
江
瓦
賽

マ

マ
ヲ
占
領
ス
、
敵
兵
力
ハ
一

万
余
連
射
砲
其
他
砲
七
門
ヲ
有
シ
防
戦
尤
モ
力
メ
ラ
ル
モ
我
予
備
隊
ノ
増
加

ニ
由
テ
誘
発
シ
タ
ル
勇
猛
ナ
ル
全
線
ノ
突
撃
ニ
不
堪
遂
ニ
二
道
ヲ
取
テ
潰
走

ス
、
即
チ
一
部
ハ
藍
旗
保
大
部
ハ
高
利
ノ
方
向
ニ
退
却
ス
、
紅
瓦
賽

マ

マ
村
端
ニ

三
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ハ
防
禦
工
事
ヲ
施
セ
リ
、
敵
ノ
死
傷
ハ
今
迄
得
タ
ル
報
告
ニ
依
レ
バ
死
者
二

三
百
人
負
傷
者
ノ
数
未
タ
詳
カ
ナ
ラ
ザ
ル
ト
モ
死
者
ノ
倍
ス
ル
ナ
ラ
ン

師
団
ハ
海
城
ノ
根
拠
ヲ
顧
慮
セ
シ
ヲ
以
テ
一
部
隊
ヲ
紅
瓦
賽

マ

マ
ニ
残
シ
他
ハ
即

夜
海
城
ニ
帰
還
セ
リ

昨
日
中
ノ
戦
闘
運
動
ニ
困
難
ナ
ル
ニ
係
ラ
ズ
優
勢
ノ
敵
ヲ
撃
退
シ
得
タ
ル
ハ

全
ク
ハ
天
皇
陛
下
ノ
御
威
徳
将
校
以
下
ノ
忠
戦
ニ
依
ル
、
各
隊
ハ
紅
瓦
賽

マ

マ
ニ

突
入
ス
ル
ヤ
帝
国
万
歳
ヲ
三
唱
セ
リ
、
今
日
迄
得
タ
ル
報
告
ニ
依
レ
バ
宗
慶ママ

ハ
敗
後
田
庄
台
ニ
退
却
シ
目
下
仝
地
ニ
在
リ
、
其
一
部
ハ
后
午
千
家
由
房
及

ヒ
其
此
方
ニ
在
リ
、
詳
報
ハ
復
ス
。

二
九
日

土
曜
）も
寒
気
が
厳
し
か
っ
た
が
、
新
任
の
奥
保
鞏
が
第
五
師
団
長
に

着
任
し
た
。
内
地
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
た
め
に
発
令
の
一
〇
日
後
に
な
っ
た
。

十
二
月
二
十
九
日

晴
天

〇
・
一
三
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
新
任
ノ
第
五
師
団
長
奥
中
将
到
着
セ
ラ
ル
。

三
〇
日
は
日
曜
だ
っ
た
た
め
か
、
晴
天
と
気
温
が
記
録
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

十
二
月
三
十
日

晴
天

〇
・
一
九
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

三
一
日

月
曜
）は
さ
ら
に
寒
気
が
厳
し
く
、
室
外
は
相
変
わ
ら
ず
零
下
一
七
度

以
下
だ
っ
た
が
、
兵
舎
の
中
は
華
氏
一
六
度
（
摂
氏
八
・
八
度
）
に
な
っ
た
。
ス

ト
ー
ブ
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
二
月
三
十
一
日

晴
天

〇
・
一
七
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
寒
気
強
ク
寒
暖
計
〇
度
以
下
室
内
十
六
度
ナ
リ

四

開
戦
二
年
目
｜
一
八
九
五
年

（
１
）
第
一
軍
の
損
害
と
戦
利
品

い
よ
い
よ
新
年
に
な
っ
た
。
一
八
九
五
年
元
旦
（
火
曜
）
も
相
変
わ
ら
ず
の
寒

さ
と
晴
天
だ
っ
た
が
、
朝
は
「
新
年
ノ
儀
式
」、
午
後
は
余
興
が
あ
っ
た
。
一
方

で
砲
兵
隊
の
輓
馬
が
逃
げ
た
た
め
、
午
後
か
ら
馬
の
捜
索
が
行
わ
れ
た
。
昨
年
の

戦
闘
結
果
が
、
師
団
か
ら
発
表
さ
れ
て
、
掲
示
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
、
克
明
な
メ
モ

が
記
さ
れ
て
い
る
。
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

明
治
二
八
年
一
月
調

日
本
軍
戦
死
者

四
一
三

負
傷
者

一
七
一
二

清
国
軍
戦
死
者

六
六
六
〇

負
傷
者

九
三
〇
〇

捕
虜

一
一
六
四

戦
利
品

大
砲

六
〇
七
╱
小
銃

七
四
〇
〇
╱

砲
弾

二
六
一
万
一
七
四
一

小
銃
弾
七
七
四
五
万
八
七
八
五
╱

米
穀
類

一
万
七
六
五
七
石
╱
金
銀
貨

一
〇
〇
万
円

天
幕

三
三
二
六
╱
軍
旗

四
七
七
╱船

舶

二
一
╱
軍

三
艘

雑
物
そ
の
他
概
価

七
三
一
万
三
〇
〇
〇
円

終
戦
後
の
日
本
軍
損
失
は
、『
日
清
戦
史
』
第
八
巻
所
収
の
「
附
録
第
百
二
十

減
耗
辞
任
階
級
別
一
覧
表
」
と
「
附
録
第
百
二
十
一

減
耗
人
員
師
団
別
一
覧

表
」
で
判
明
す
る
が
、
後
者
に
よ
れ
ば
、
戦
死
者
数
（
戦
死
と
傷
死
の
合
計
）
は

第
三
師
団
三
五
二
名
、
第
五
師
団
三
八
二
名
で
合
計
七
三
四
名
な
の
で
こ
こ
に
示

さ
れ
た
両
軍
の
損
失
数
は
、
第
一
軍
の
合
計
数
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
戦
利
品

三
三

佛
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大
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も
第
一
軍
の
確
保
数
と
考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

戦
利
品
に
つ
い
て
も
『
日
清
戦
史
』
第
八
巻
所
収
「
附
録
第
百
十
九

陸
軍
戦

利
品
整
理
員
数
表
」
に
詳
細
な
数
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
と
『
従
軍
日

誌
』
の
記
録
が
あ
わ
な
い
。
四
分
類
に
分
け
ら
れ
た
大
砲
の
合
計
点
数
は
七
九
五

だ
が
、
第
一
軍
捕
獲
分
と
推
定
し
た
六
〇
七
に
極
め
て
近
い
。
第
一
軍
の
分
が
多

す
ぎ
る
。
威
海
衛
で
の
捕
獲
数
は
多
数
に
上
る
か
ら
、
第
一
軍
捕
獲
数
と
考
え
ら

れ
る
六
〇
七
点
に
は
、
そ
の
後
破
棄
さ
れ
た
数
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
た
い
。

砲
弾
数
は
、『
日
清
戦
史
』
一
八
万
八
九
二
三
、『
従
軍
日
誌
』
二
六
一
万
一
七
四

一
で
、
前
者
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。
こ
れ
は
「
分
捕
砲
隊
」
が
編
制
さ
れ
、
戦
場

で
活
動
し
て
い
る
か
ら
、
実
戦
で
の
消
耗
数
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。『
日
清
戦
史
』
に
は
「
金
銀
貨
」
な
ど
通
貨
の
捕
獲
数
が
全
く

見
ら
れ
な
い
。
実
際
に
は
『
従
軍
日
誌
』
に
あ
る
よ
う
に
、
多
数
の
軍
資
金
が
捕

獲
さ
れ
て
い
た
。
義
和
団
戦
争
の
際
の
「
馬
蹄
銀
事
件
」
の
よ
う
な
不
祥
事
が
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
各
地
の
軍
政
署
で
使
用
し
た
り
、
食
料
等
の
調
達
に
使
っ
た

も
の
と
推
定
で
き
る
。

明
治
廿
八
年

一
月
一
日

晴
天

〇
・
一
六
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

新
年
ノ
儀
式
ト
シ
テ
各
人
相
当
ノ
礼
式
ヲ
行
ハ
ル
、
此
日
ハ
新
年
式
ノ
事
故

餅
六
個
雉
肉
廿
匁
山
羊
肉
百
十
匁
酒
二
合
ツ
ヽ
ヲ
分
配
セ
ラ
ル
╱
午
后
一
時

ヨ
リ
五
時
マ
デ
興
行
ヲ
ナ
ス
╱
此
日
第
二
段
列
ニ
放
馬
ア
リ
、
捜
索
ノ
為
メ

勤
務
明
ノ
兵
午
后
ヨ
リ
出
張
╱
明
治
廿
八
年
一
月
調
、
吾
戦
死
者
四
百
十
三

人
負
傷
千
七
百
十
二
人
、
清
戦
死
者
六
千
六
百
六
十
負
傷
九
千
三
百
人
生
擒

一
千
百
六
十
四
人
、
分
捕
品
大
砲
六
百
七
門
小
銃
七
千
四
挺
砲
弾
二
百
六
十

一
万
千
七
百
四
十
一
小
銃
弾
七
千
七
百
四
十
五
万
八
千
七
百
八
十
五
米
穀
類

一
万
七
千
六
百
五
十
七
石
金
銀
貨
幣
百
万
円
天
幕
三
千
三
百
二
十
六
軍
旗
四

百
七
十
七
船
舶
二
十
一
艘
軍
三
艘
雑
物
其
概
価
七
百
三
十
一
万
三
千
円

（
２
）
弛
緩
す
る
待
機
部
隊

一
月
二
日

水
曜
）も
同
様
の
天
候
で
、
焼
酎
一
合
の
配
給
が
あ
っ
た
。
元
旦
に

行
方
不
明
に
な
っ
た
砲
兵
隊
の
輓
馬
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
さ
ら
に
兵
を

増
員
し
て
捜
索
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
坂
中
尉
」
は
筆
者
の
同
僚
だ
ろ
う
。

一
月
二
日

晴
天

〇
・
一
六
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
焼
酎
一
合
宛
ヲ
分
配
セ
ラ
ル
╱
此
日
前
日
ノ
放
馬
行
衛
不
分
明
ニ
付
中

隊
各
兵
ヲ
出
シ
坂
中
尉
之
レ
ヲ
指
揮
ス

三
日

木
曜
）も
同
様
の
天
候
で
、
夜
遅
く
に
な
っ
て
、
不
寝
番
し
て
い
る
は
ず

の
衛
兵
所
か
ら
出
火
し
、
堡
塁
や
兵
営
な
ど
三
ヶ
所
も
焼
失
し
た
。
軍
紀
が
弛
ん

で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
被
害
は
大
き
い
。

一
月
三
日

晴
天

〇
・
一
四
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

午
后
十
時
ヨ
リ
第
五
中
隊
保
塁
中
衛
兵
所
ヨ
リ
出
火
シ
三
ケ
ノ
保
塁
兵
営
ヲ

焼
失
セ
リ

一
月
四
日

金
曜
）と
五
日

土
曜
）は
何
も
な
か
っ
た
よ
う
で
、
晴
天
と
寒
さ
だ

け
が
記
さ
れ
た
。

一
月
四
日

晴
天

〇
・
二
一
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

一
月
五
日

晴
天

〇
・
一
九
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

六
日

日
曜
）は
晴
天
だ
っ
た
が
、
昼
間
は
華
氏
二
二
度
（
摂
氏
零
下
五
・
六

度
）
ま
で
上
が
っ
た
。
少
し
暖
か
い
日
と
言
え
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
毎
日
の
日

三
四
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記
に
記
さ
れ
て
い
る
気
温
は
朝
の
時
点
だ
と
確
認
で
き
る
。

一
月
六
日

晴
天

〇
・
二
〇
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
近
日
来
ノ
暖
日
ニ
シ
テ
二
十
二
度
ニ
上
昇
ス

七
日

月
曜
）も
同
様
の
天
候
で
、
八
日

火
曜
）に
な
っ
て
、
ま
た
気
温
が
上
昇

し
て
華
氏
二
八
度
（
摂
氏
零
下
二
・
二
度
）
に
も
な
り
、
積
雪
も
初
め
て
溶
け
始

め
た
。一

月
七
日

晴
天

〇
・
一
四
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

一
月
八
日

晴
天

〇
・
一
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
午
后
二
時
頃
暖
計ママ
二
十
八
度
ニ
上
昇
シ
雪
始
メ
テ
溶
解
セ
ン
ト
ス

九
日

水
曜
）に
は
連
山
関
で
清
国
軍
の
動
き
が
見
ら
れ
た
の
か
、
一
箇
大
隊
が

出
動
し
て
い
る
。
こ
の
日
も
日
本
酒
一
合
が
配
給
さ
れ
た
。
平
日
で
も
あ
る
の
で
、

寒
さ
凌
ぎ
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
月
九
日

晴
天

〇
・
一
三
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
午
前
十
一
時
歩
兵
第
廿
一
聯
隊
第
一
大
隊
ハ
連
山
関
ニ
向
テ
前
進
シ

タ
リ
╱
此
日
酒
一
合
ツ
ヽ
分
配
セ
ラ
ル

（
３
）
威
海
衛
攻
略
作
戦

一
〇
日

木
曜
）も
寒
さ
厳
し
く
、
晴
天
が
続
く
。
追
加
と
思
わ
れ
る
毛
布
と
外

套
が
各
人
に
配
布
さ
れ
た
。
大
本
営
か
ら
の
電
報
は
、
山
東
半
島
の
上
陸
が
終
わ

り
、
威
海
衛
攻
撃
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
き
た
。
た
だ
第
二
軍
が
地
上
砲
台

を
占
領
し
、
海
軍
と
共
に
威
海
衛
湾
内
の
「
日
島
」
と
「
劉
公
島
」
を
砲
撃
す
る

の
は
一
月
三
〇
日
で
あ
る
（『
日
清
戦
史
』
第
六
巻
一
一
二
頁
）
た
め
、
記
録
し

て
い
る
大
本
営
発
電
の
「
一
月
六
日
」
も
、『
従
軍
日
誌
』
の
日
付
も
お
か
し
い
。

大
本
営
か
ら
の
電
報
は
二
月
九
日
発
で
、『
従
軍
日
誌
』
も
二
月
一
〇
日
の
項
に

書
く
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

一
月
十
日

晴
天

〇
・
一
九
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
寒
防
用
毛
布
外
套
到
着
、
各
人
ニ
分
配
セ
ラ
ル

大
本
営
ヨ
リ
ノ
電
報
一
月
九
日
広
島
発

一
月
六
日
我
艦
隊
ハ
陸
上
砲
台
（
艦
隊
ノ
陸
戦
隊
ニ
シ
テ
海
岸
砲
ヲ
使

用
）
ト
協
力
シ
「
ニ
ツ
ト
ウ
」
及
ヒ
劉
公
島
ノ
砲
台
ヲ
破
壊
ス
ル
ノ
計
画

ニ
シ
テ
陸
上
砲
台
ヨ
リ
射
撃
セ
シ
際
敵
ハ
水
雷
艇
十
余
艘
港
外
ニ
出
デ
来

シ
第
一
軍
遊
撃
隊
之
レ
ヲ
追
撃
シ
テ
遂
ニ
竜
川
港
（
其
罘
ノ
隣
港
）
ニ
於

テ
破
壊
シ
若
シ
ク
ハ
乗
リ
上
ケ
ノ
為
メ
不
用
ニ
帰
セ
シ
メ
タ
リ
、
又
我
砲

撃
ハ
「
ニ
ト
ウ
」
砲
台
ノ
火
薬
庫
ヲ
爆
裂
セ
シ
メ
タ
ル
ヲ
以
テ
目
下
敵
ノ

砲
台
一
劉
公
島
ニ
在
ル
ノ
ミ
ナ
レ
リ

一
一
日

金
曜
）、
一
二
日

土
曜
）、
一
三
日

日
曜
）と
晴
天
続
き
で
寒
さ
も
相

変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
。

一
月
十
一
日

晴
天

〇
・
一
九
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

一
月
十
二
日

晴
天

〇
・
二
四
〔
零
下
一
七
・
六
度
〕

一
月
十
三
日

晴
天

〇
・
二
三
〔
零
下
一
七
・
六
度
〕

一
四
日

月
曜
）に
な
っ
て
寒
さ
は
少
し
厳
し
く
な
り
（
華
氏
〇
・
三
一
は
摂
氏

一
七
・
六
度
）、
一
五
日

火
曜
）ま
で
降
雪
が
続
い
た
。

一
月
十
四
日

晴
天

寒
暖
計
〇
度
三
一
ト
降

一
月
十
五
日

晴
天

〇
・
一
五
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

昨
日
来
ノ
降
雪
三
寸
余

一
六
日

水
曜
）、
一
七
日

木
曜
）と
特
記
す
る
こ
と
も
な
く
、
晴
天
続
き
だ
っ

三
五

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
五
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）



た
。一

月
十
六
日

晴
天

〇
・
二
一
〔
零
下
一
七
・
六
度
〕

一
月
十
七
日

晴
天

〇
・
一
八
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

一
八
日

金
曜
）も
寒
い
晴
天
で
、
慰
問
品
の
配
給
が
二
点
あ
っ
た
。
滋
賀
県
会

議
員
の
寄
贈
し
た
「
サ
ン
ラ
イ
ス
」
は
京
都
の
煙
草
製
造
会
社
・
村
井
兄
弟
商
会

が
一
八
九
一
年
か
ら
製
造
販
売
し
て
い
た
両
切
り
紙
巻
き
煙
草
。
サ
ン
ラ
イ
ス
一

箱
と
、
福
島
県
か
ら
の
巻
煙
草
三
〇
本
は
、
喫
煙
者
を
喜
ば
せ
る
寄
贈
だ
っ
た
。

一
月
十
八
日

晴
天

〇
・
二
五
〔
零
下
一
七
・
六
度
〕

此
日
滋
賀
県
会
議
員
ヨ
リ
寄
贈
セ
ル
サ
ン
ラ
イ
ス
一
個
、
福
島
県
有
志
者

ヨ
リ
寄
贈
シ
タ
ル
巻
煙
草
三
十
本
ツ
ヽ
ヲ
分
配
ス

一
九
日

土
曜
）は
特
に
寒
気
が
強
く
、
華
氏
の
零
下
二
四
度
以
下
（
摂
氏
の
零

下
三
一
・
一
度
）
に
な
っ
た
が
観
測
で
き
ず
実
際
の
気
温
は
判
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
日
も
慰
問
品
の
配
給
が
あ
り
、
大
阪
市
の
殿
井
商
会
（
煙
草
の
輸
入
会
社
）
か

ら
サ
ン
ラ
イ
ス
一
箱
と
、
大
阪
市
民
の
寄
贈
し
た
手
拭
い
一
本
だ
っ
た
。
毎
日
の

煙
草
配
給
。
一
般
社
会
で
は
ま
だ
刻
み
煙
草
が
多
か
っ
た
時
代
に
、
欧
米
風
の
紙

巻
煙
草
の
喫
煙
慣
習
が
、
軍
隊
か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
。

一
月
十
九
日

晴
天

寒
気
強
ク
〇
度
以
下
二
四
度
ヨ
リ
尚
ホ
下
リ
其
度
不

分此
日
殿
井
商
会
ヨ
リ
寄
贈
品
サ
ン
ラ
イ
ス
一
個
、
大
阪
市
民
ヨ
リ
寄
贈
品
手

拭
一
枚
ヲ
分
配

二
〇
日

日
曜
）も
寒
気
の
強
い
晴
天
で
、
二
日
前
の
一
八
日
に
海
城
で
攻
防
戦

が
あ
っ
た
こ
と
を
桂
第
三
師
団
長
が
打
電
し
て
き
た
。
年
が
明
け
て
の
海
城
の
攻

防
戦
は
一
月
一
七
日
が
最
初
だ
っ
た
。
海
城
地
方
の
状
況
視
察
を
名
目
と
し
て
、

野
津
第
一
軍
司
令
官
が
一
四
日
岫
巌
を
出
発
し
て
、
一
六
日
に
は
海
城
に
到
着
し

て
い
た
（
第
四
巻
二
一
五
頁
）。
野
津
軍
司
令
官
の
直
接
指
導
で
海
城
攻
防
戦
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
桂
報
告
の
通
り
、
夕
方
（『
日
清
戦
史
』
第
四
巻
二
二

九
頁
で
は
「
五
時
三
〇
分
頃
」）
に
は
清
国
軍
が
撤
退
し
た
。

広
島
の
大
本
営
か
ら
の
電
報
は
、
山
東
半
島
作
戦
の
た
め
に
一
二
月
一
六
日
第

二
師
団
と
第
六
師
団
を
第
二
軍
に
加
え
る
、
と
い
う
戦
闘
序
列
変
更
を
命
じ
て
お

り
（『
日
清
戦
史
』
第
六
巻
四
頁
）、
そ
れ
の
実
施
状
況
を
伝
え
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
山
東
半
島
に
は
北
洋
水
師
の
拠
点
で
あ
る
威
海
衛
が
あ
り
、
そ
こ
を
押
さ
え

て
終
戦
に
持
ち
込
む
計
画
だ
っ
た
。

一
月
二
十
日

晴
天

〇
・
二
三
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

一
月
十
八
日
午
后
二
時
海
城
発
桂
中
将
ヨ
リ

遼
陽
方
面
ノ
敵
ハ
昨
十
七
日
午
前
八
時
頃
ヨ
リ
遼
陽
頼
屯
牛
荘
ノ
三
街
道

ヨ
リ
海
城
ニ
向
テ
攻
撃
シ
来
リ
、
正マ
頃マ
其
戦
線
ヲ
二
里
余
ニ
延
長
シ
我
前

哨
線
ノ
前
方
約
千
五
百
米
乃
至
二
千
米
ノ
地
ニ
達
セ
リ
、
第
三
師
団
ハ
海

城
北
方
ノ
陣
地
ニ
依
リ
テ
午
后
四
時
頃
迄
防
戦
セ
シ
後
攻
撃
ニ
転
シ
敵
ノ

右
翼
ニ
迫
リ
午
后
六
時
過
キ
全
力
之
レ
ヲ
撃
退
セ
リ
╱
敵
ノ
兵
力
ハ
一
万

余
ニ
シ
テ
其
大
部
ハ
北
方
及
西
北
方
ニ
退
キ
一
部
ハ
牛
荘
方
向
ニ
退
却
セ

リ
、
戦
死
傷
四
十
名
、
敵
未
詳
、
分
捕
大
砲
三
門
其
他
取
調
中

大
本
営
ヨ
リ
通
報

第
二
師
団
ハ
十
月
十
一
日
ニ
宇
品
ヲ
出
発
シ
第
六
師
団
ハ
十
二
日
ヨ
リ
四

日
間
ニ
小
倉
ヲ
出
発
シ
共
ニ
大
連
湾
ニ
至
リ
第
二
軍
司
令
官
ノ
指
揮
下
ニ

入
ラ
シ
ム

二
一
日

月
曜
）も
寒
か
っ
た
が
、
兵
舎
の
移
動
が
行
わ
れ
た
。
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一
月
二
十
一
日

晴
天

〇
・
二
三
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
中
隊
長
舎
及
ヒ
第
一
第
二
段
列
ヲ
古
築
ノ
兵
営
内
ニ
移
サ
レ
タ
リ

二
二
日

火
曜
）も
寒
く
、
降
雪
と
な
っ
た
。

一
月
二
十
二
日

曇

午
后
降
雪

〇
・
一
七
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

二
三
日

水
曜
）も
寒
か
っ
た
。
摂
氏
で
計
算
す
る
と
、
朝
は
零
下
一
七
・
七
度
、

午
後
二
時
半
は
零
下
一
六
・
一
度
、
夕
方
は
零
下
一
二
・
二
度
だ
っ
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
零
下
の
極
寒
の
世
界
だ
っ
た
。
第
二
師
団
は
一
月
一
九
日
大
連
湾
を
出

港
、
二
〇
日
か
ら
二
二
日
に
山
東
半
島
栄
城
湾
に
上
陸
し
た
（
第
六
巻
一
六
〜
二

四
頁
）。

一
月
二
十
三
日

晴
天

〇
・
二
一
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

昨
日
来
降
雪
三
四
寸
ニ
及
ブ
モ
気
温
上
昇
シ
テ
朝
〇
度
二
、
午
后
二
時
半
三

度

夕
二
十
度
ナ
リ

第
三
軍
参
謀
官
ヨ
リ
通
報

十
八
日
午
前
八
時
五
分
発

第
二
師
団
ハ
山
東
角
竜
睡
島
ニ
上
陸
ノ
目
的
ニ
テ
十
九
日
連マ
湾マ
出
発
、
仝

軍
司
令
部
ハ
廿
一
日
ヨ
リ
第
十
一
旅
団
ト
共
ニ
出
発
ノ
筈

仝
廿
二
日
午
后
三
時
二
十
五
分
発

上
陸
点
ハ
敵
ノ
歩
兵
約
三
百
ア
リ
テ
小
抵
抗
ノ
后
退
却
シ
我
海
軍
野
戦
隊

ハ
砲
四
門
ヲ
分
捕
リ
上
陸
好
都
合
ナ
リ
╱
栄
城
ノ
南
湾
ニ
モ
敵
兵
三
百
余

ア
リ
シ
カ
南
方
ヘ
向
テ
退
却
シ
タ
リ

（
４
）
海
城
第
二
回
防
衛
戦

二
四
日

木
曜
）も
寒
気
厳
し
い
晴
天
。
藁
製
の
長
靴
一
足
と
草
鞋
二
足
が
分
配

さ
れ
た
。
戦
場
に
向
か
わ
な
い
の
で
室
内
用
だ
ろ
う
か
。
小
川
参
謀
と
は
第
一
軍

の
参
謀
長
小
川
又
次
少
将
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
秀
巌
」
は
「
岫
巌
」
の
誤
り
だ

ろ
う
。
岫
巌
は
海
城
と
大
孤
山
を
つ
な
ぐ
中
間
地
点
で
、
第
一
軍
司
令
部
が
置
か

れ
て
い
た
。
一
月
二
二
日
か
ら
始
ま
る
海
城
第
二
回
防
衛
戦
を
伝
え
て
き
た
も
の

で
あ
る
。『
日
清
戦
史
』
第
四
巻
二
三
六
〜
二
五
四
頁
に
述
べ
ら
れ
る
「
二

第

二
回
ノ
防
戦
」
に
よ
れ
ば
、
清
国
軍
は
、
長
順
将
軍
の
率
い
る
大
砲
約
一
〇
門
を

持
つ
靖
辺
軍
、
依
克
唐
阿
将
軍
の
率
い
る
大
砲
二
門
を
持
つ
敵
愾
軍
・
鎮
辺
軍
、

徐
邦
道
総
兵
の
率
い
る
大
砲
四
門
の
拱
衛
軍
で
総
数
約
二
万
だ
っ
た
（
同
二
五
三

頁
）。
将
軍
の
名
前
も
姓
だ
け
だ
が
、
日
本
軍
は
把
握
し
て
い
た
。「
下
士
卒
五
名

は
捕
虜
」（
同
）
が
有
効
活
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
激
戦
を
乗
り
切
っ
た
自
信
か

ら
だ
ろ
う
か
、『
日
清
戦
史
』
は
「
清
国
軍
ハ
屍
体
約
百
二
十
」
と
『
従
軍
日
誌
』

の
記
録
す
る
「
死
体
百
余
」
よ
り
正
確
な
数
字
を
記
録
し
て
い
る
（
同
）。

一
月
二
十
四
日

晴
天

〇
・
二
六
〔
零
下
一
七
・
六
度
〕

此
日
藁
製
ノ
長
靴
ワ
ラ
シ
二
足
ヲ
分
配
ス

小
川
参
謀
ヨ
リ
秀
巌
発

廿
三
日
午
前
八
時
四
十
分
出

昨
日
来
遼
陽
方
面
ノ
敵
ハ
海
城
ニ
向
ヒ
再
ヒ
来
襲
ノ
模
様
ア
リ
シ
カ
今
朝

ニ
至
リ
去
ル
十
七
日
ト
殆
ン
ド
仝
一
ノ
正
面
ヲ
取
リ
攻
撃
シ
来
レ
リ
、
依

テ
第
三
師
団
ハ
敵
ヲ
三
百
米
ニ
近
付
ケ
午
后
一
時
過
キ
ヨ
リ
歩
兵
第
五
旅

団
ノ
大
部
ト
歩
兵
第
九
聯
隊
一
大
隊
砲
兵
三
中
隊
ヲ
以
テ
敵
ノ
右
側
ニ
向

ヒ
逆
撃
セ
シ
ム
、
敵
ハ
狼
狽
シ
テ
其
大
部
ハ
東
地
ニ
其
一
部
ハ
牛
荘
方
向

ニ
潰
走
セ
リ
、
捕
虜
ノ
言
ニ
依
レ
バ
長
及
依
ノ
二
将
軍
此
攻
撃
ヲ
指
揮
セ

リ
ト
言
ヘ
リ
、
其
兵
力
三
万
ヲ
降
ラ
ズ
、
我
死
傷
二
十
七
名
敵
ノ
死
傷
未

明
ナ
レ
ト
モ
死
体
百
余
ヲ
戦
場
ヘ
遺
棄
セ
リ

二
五
日

金
曜
）も
寒
さ
厳
し
く
、
寒
気
対
策
と
し
て
毛
糸
製
の
靴
下
と
酒
五
勺
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が
分
配
さ
れ
た
。
平
壌
戦
に
参
加
し
た
軍
人
に
は
、
有
栖
川
宮
の
娘
が
寄
付
し
た

手
拭
い
が
分
配
さ
れ
た
。

一
月
廿
五
日

晴
天

〇
・
二
八
〔
零
下
一
七
・
六
度
〕

此
日
有
栖
川
親
王
殿
下
ノ
御
令
嬢
ヨ
リ
平
壌
ノ
戦
役
ニ
従
事
セ
シ
者
ニ
限
リ

下
賜
セ
ラ
ル
ヽ
所
ノ
手
拭
ヲ
分
配
セ
ラ
レ
タ
リ
、
尚
亦
毛
糸
製
ノ
靴
下
足
酒

五
勺
ツ
ヽ
ヲ
分
配

情
報
ア
リ
左
ノ
如
シ

第
二
師
団
ハ
本
日
栄
城
県
左
高
家
庄
附
近
ニ
達
シ
軍
ハ
廿
五
日
ヨ
リ
運
動

ヲ
起
ス
予
定
ナ
リ
、
栄
城
湾
附
近
ニ
在
リ
シ
敵
ハ
約
三
営
ニ
シ
テ
威
海
衛

方
行
ニ
退
却
シ
目
下
砂
格
庄
ニ
敵
ヲ
見
ユ

二
六
日

土
曜
）は
寒
さ
に
強
い
風
が
加
わ
り
、
二
七
日

日
曜
）に
か
け
て
雪
が

降
り
、
三
〇
セ
ン
チ
程
度
に
積
も
っ
た
。
天
皇
か
ら
も
、
凍
傷
予
防
ト
シ
テ
フ
ラ

ン
ネ
ル
の
綿
布
が
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
分
配
さ
れ
た
。

一
月
二
十
六
日

晴
天
風
強

〇
・
一
一
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

一
月
二
十
七
日

晴
天

〇
・
一
六
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

昨
日
来
降
雪
尺
ニ
及
ブ

此
日
陛
下
ヨ
リ
下
賜
セ
ラ
レ
タ
ル
フ
ラ
ン
ネ
ル
布
綿
布
ノ
モ
ノ
約
五
尺
位
、

各
人
凍
傷
予
防
ト
シ
テ
分
与
セ
ラ
ル

二
八
日

月
曜
）も
寒
気
に
強
い
風
が
加
わ
っ
た
。
二
九
日

火
曜
）は
、
摂
氏
で

換
算
す
る
と
、
朝
零
下
一
七
・
六
度
、
午
後
二
時
零
下
一
七
・
七
度
、
夕
方
零
下

一
七
・
七
度
と
零
下
一
七
度
台
が
続
い
た
。
三
〇
日

水
曜
）
も
同
じ
よ
う
な
気

温
だ
っ
た
。
二
九
日
夜
の
降
雪
も
三
〇
セ
ン
チ
余
り
に
な
り
、
歩
く
の
も
困
難
に

な
っ
た
。
砲
兵
隊
に
は
輓
馬
が
多
数
付
属
さ
れ
て
い
る
が
、
馬
に
も
寒
気
対
策
と

し
て
布
一
枚
ず
つ
が
配
ら
れ
た
。

一
月
廿
八
日

晴
天

風
強

〇
・
一
九
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

一
月
廿
九
日

晴
天

朝
〇
度
二
九

午
后
二
時
〇
・
二

夕
〇
度
〇
六

一
月
三
十
日

晴
天

〇
・
二
一
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

昨
夜
降
雪
シ
テ
積
雪
尺
余
、
歩
行
困
難
ス
╱
此
日
馬
匹
ニ
寒
防
用
ト
シ
テ
布

一
枚
ツ
ヽ
分
配
セ
ラ
ル

三
一
日
（
木
曜
）
も
雪
と
な
り
、
寒
気
は
厳
し
く
な
っ
た
。

一
月
三
十
一
日

雪

一
・
一
四
〔
零
下
一
七
・
一
度
〕

此
日
亦
降
雪
ア
リ
テ
寒
気
一
層
増
ス

二
月
一
日

金
曜
）は
降
雪
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
仙
台
と
博
多
か
ら
の
慰
問

品
で
あ
る
巻
煙
草
二
本
ず
つ
が
分
配
さ
れ
た
。
新
し
く
野
砲
六
門
が
九
連
城
に
到

着
し
た
の
で
、
鳳
凰
城
の
第
二
大
隊
に
転
送
し
た
。

二
月
一
日

晴
天

〇
・
二
四
〔
零
下
一
七
・
六
度
〕

此
日
巻
煙
草
二
本
ツ
ヽ
ヲ
分
配
セ
ラ
ル
、
但
シ
寄
贈
品
ニ
シ
テ
宮
城
新
聞
記

者
中
及
筑
前
博
多
町
有
志
ヨ
リ
送
リ
シ
モ
ノ
、
此
日
野
砲
兵
六
門
九
連
城
ニ

到
着
ニ
付
第
二
大
隊
ニ
在
ル
鳳
凰
城
ニ
送
ル

（
５
）
参
謀
総
長
閑
院
宮
熾
仁
親
王
死
去
と
彰
仁
親
王
の
親
補

二
日

土
曜
）も
同
じ
よ
う
な
寒
気
だ
っ
た
。
岫
巌
か
ら
の
電
報
が
記
さ
れ
て
い

る
。
威
海
衛
攻
略
作
戦
を
続
け
て
い
る
第
二
軍
の
動
向
で
あ
る
。
電
報
の
言
う
一

月
三
〇
日
は
、
威
海
衛
南
岸
諸
砲
台
が
第
三
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
日
で
、

「
鳳
杯
集
」「
鳳
村
集
」
は
鳳
林
集
の
誤
記
。「
布
告
」
も
こ
の
電
報
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
一
月
二
四
日
参
謀
総
長
閑
院
宮
熾
仁
親
王
の
死
去
が

三
八
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公
表
さ
れ
た
。
実
は
大
本
営
に
勤
務
し
て
い
た
広
島
で
発
病
し
て
、
兵
庫
県
の
舞

子
の
別
荘
で
療
養
し
て
い
た
の
だ
が
、
一
五
日
に
亡
く
な
っ
た
。『
明
治
天
皇
御

伝
記
史
料

明
治
軍
事
史
』
は
「
一
月
十
五
日
遂
に
薨
去
せ
ら
れ
た
る
も
喪
を
秘

し
て
発
せ
す
」（
下
巻
九
四
六
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
国
葬
は
二
九
日
に
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
任
の
参
謀
総
長
に
就
い
た
の
が
近
衛
師
団
長
で
あ
っ
た
小
松
宮
彰
仁

親
王
で
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
の
兄
に
あ
た
る
。
参
謀
総
長
親
補
は
一
月
二
六
日
。

全
軍
に
新
参
謀
総
長
と
し
て
の
決
意
が
布
告
さ
れ
た
の
を
電
報
で
知
ら
せ
た
も
の

だ
ろ
う
。
前
掲
『
明
治
軍
事
史
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
（
九
四
八
〜
九
四
九

頁
）
と
は
少
し
異
な
る
が
、
打
電
と
筆
者
の
転
記
の
間
で
誤
記
と
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
天
皇
に
次
ぐ
陸
軍
の
高
位
の
参
謀
総
長
の
名
前
を
筆
者
は
誤
記
し
て
い
る
。

二
月
二
日

晴
天

〇
・
二
五
〔
零
下
一
七
・
六
度
〕

情
報
ア
リ
、
左
ノ
如
シ
、
二
月
一
日
午
后
三
時
三
十
分
秀
巌
発

第
二
軍
ハ
一
月
三
十
日
午
前
七
時
ヨ
リ
百
尺
崖
処
及
ヒ
其
西
南
方
ニ
在
ル

高
地
ノ
敵
ヲ
攻
撃
セ
リ
、
即
チ
第
三
師
団
ハ
鮑
家
ヨ
リ
孤
山
後
、
第
二
師

団
ハ
温
泉
場
虎
山
ノ
端
ヨ
リ
鳳
杯
集
東
南
高
地
ニ
向
ヒ
前
進
、
午
后
二
時

頃
ニ
至
リ
仝
高
地
ノ
諸
砲
台
ヲ
占
領
セ
リ
、
敵
鳳
村
集
ニ
退
却
セ
リ
、
午

前
七
時
ヨ
リ
我
艦
隊
ハ
百
尺
崖
砲
台
ヲ
砲
撃
シ
我
軍
ノ
運
動
ニ
協
力
シ
タ

リ
、
敵
ノ
艦
隊
ハ
尚
湾
内
ニ
在
リ
、
第
三
軍
司
令
部
ハ
其
夜
北
部
ノ
温
泉

場
ニ
、
第
二
第
六
旅
団
ハ
各
其
各
占
領
地
ニ
宿
営
ス

布
告

参
謀
長
ノ
重
任
ア
ル
平
時
ニ
在
リ
テ
ハ
既
ニ
然
ト
ス
、
況
外
国
ニ

交
戦
ノ
日
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
、
昨
年
清
国
ト
交
戦
以
来
我
国
ノ
頻
リ
ニ
克
捷
ヲ

奏
ス
ル
ト
ニ
因
リ

大
元
帥
陛
下
ノ
聖
威
聖
徳
ト
将
校
下
士
卒
ノ
忠
勇

ト
ニ
因
ル
ハ
参
謀
前
総
長
ノ
経
営
参
画
ノ
方
宜
又
々
多
キ
ニ
居
ル
、
而
テ

不
幸
中
道
ニ
シ
テ
薨
去
セ
リ
、
不
肖
影
仁
ヲ
シ
テ
乏
キ
ヲ
此
職
ニ
受
ケ
シ

メ
ラ
ル
恐
懼
ノ
至
リ
ニ
堪
ヘ
ズ
、
然
レ
ト
モ
勅
旨
ノ
厳
ナ
ル
敢
テ
固
辞
ス

ル
ヲ
得
ズ
、
茲
ニ
慎
テ
之
レ
ヲ
拝
受
シ
将
ニ
拮
据
勉
励
専
ラ
大
元
帥
陛
下

ノ
大
命
ヲ
遵
奉
シ
前
総
長
ノ
規
画
事
ト
シ
皇
猷
ヲ
翼
賛
セ
ン
ト
ス
、
其
意

ヲ
休
悉
シ
奉
細
大
ト
ナ
リ
毎
々
影
仁
マ
マ

ノ
不
肖
ヲ
輔
シ
テ
以
テ
影
仁
ヲ
シ
テ

奉
ス
ル
処
ノ
任
務
ヲ
全
フ
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス

明
治
廿
八
年
一
月
廿
六
日

参
謀
総
長

影
仁
マ
マ

親
王

（
６
）
三
〇
％
の
罹
病
者
と
〇
・
二
％
の
無
病
健
全
者

二
月
三
日

日
曜
）の
記
事
は
な
く
、
四
日

月
曜
）の
記
事
に
続
く
。
四
日
、
五

日

火
曜
）と
も
に
晴
天
で
寒
気
が
厳
し
か
っ
た
。

二
月
四
日

晴
天

〇
・
一
三
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

二
月
五
日

晴
天

〇
・
一
八
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

六
日

水
曜
）も
晴
天
の
寒
気
で
、
第
三
大
隊
の
罹
病
者
を
調
べ
て
い
る
。
数
字

を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

出
征
以
来

無
病
健
全
者

八：

下
士
官
二
、
上
等
兵
一
、
一
等
卒
二
、
二

等
卒
一
、
輸
卒
三

出
征
以
来

罹
病
者

一
二
八

砲
兵
の
一
箇
大
隊
は
約
四
〇
〇
名
だ
か
ら
、
一
八
九
四
年
六
月
初
旬
か
ら
一
八

九
五
年
一
月
末
ま
で
の
八
ヶ
月
間
で
三
〇
％
の
罹
病
者
を
出
し
て
お
り
、
全
く
無

病
健
全
者
は
わ
ず
か
〇
・
二
％
し
か
い
な
か
っ
た
。
戦
争
は
、
戦
闘
だ
け
が
敵
で

は
な
く
、
病
気
と
い
う
大
き
な
敵
も
い
た
。
衛
生
状
態
の
悪
い
中
に
長
期
間
人
間

を
閉
じ
込
め
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
数
字
と
な
っ
て
現
れ
て
い
た
。

三
九

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
五
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）



二
月
六
日

晴
天

〇
・
一
九
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
出
発
以
来
無
病
健
全
ノ
者
ノ
取
調
ナ
ル
僅
カ
八
人
ナ
リ
、
但
シ
出
発
当

時
ヨ
リ
病
ニ
罹
リ
シ
モ
ノ
現
在
当
隊
ニ
附
属
シ
ア
ル
モ
ノ
百
二
十
八
名
ナ
リ
、

無
病
者
八
人
ノ
内
訳
ハ
下
士
十
二
名
上
等
兵
一
名
一
等
卒
二
名
二
等
卒
一
名

輸
卒
三
名
ナ
リ

七
日

木
曜
）も
晴
天
だ
っ
た
が
、
気
温
の
記
し
方
に
不
審
が
あ
る
。
表
記
の
二

度
が
正
し
け
れ
ば
零
下
一
六
・
七
度
だ
が
、
毎
日
の
例
に
し
た
が
っ
て
〇
・
二
〇

の
誤
記
で
あ
れ
ば
零
下
一
七
・
七
度
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
寒
気
は
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
。
筆
者
の
第
三
大
隊
か
ら
交
替
の
兵
士
が
出
さ
れ
、
鳳
凰
城
に
向
か
っ

た
。二

月
七
日

晴
天

〇
二

〇

此
日
第
三
大
隊
ハ
交ママ
ノ
兵
卒
ノ
出
発
ニ
テ
鳳
凰
城
ニ
至
ル

八
日

金
曜
）も
晴
天
で
寒
気
が
続
い
た
。
こ
の
気
温
表
記
も
前
述
し
た
こ
と
と

同
じ
で
、
〇
・
二
八
の
誤
記
で
あ
れ
ば
零
下
一
七
・
六
度
、
〇
二
・
八
が
正
し
け

れ
ば
零
下
一
六
・
二
度
。
こ
の
日
も
慰
問
品
の
「
西
洋
手
拭
」（
タ
オ
ル
の
こ
と

か
）
一
と
「
普
通
手
拭
」（
日
本
の
手
拭
い
の
こ
と
か
）
二
、
靴
下
一
足
が
分
配

さ
れ
た
。

二
月
八
日

晴
天

〇
二
・
八

此
日
寄
贈
ノ
西
洋
手
拭
一
普
通
手
拭
二
靴
下
一
足
分
与
セ
ラ
ル

九
日

土
曜
）も
晴
天
。
暖
か
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
華
氏
「
七
・
〇
」
度
、
つ

ま
り
摂
氏
零
下
一
三
・
九
度
は
誤
記
で
な
い
だ
ろ
う
。
正
午
に
は
摂
氏
零
下
一
・

一
度
ま
で
上
昇
し
た
ら
し
い
。

二
月
九
日

晴
天

七
・
〇
〔
零
下
一
三
・
九
度
〕

此
日
暖
気
ニ
シ
テ
寒
暖
計
正
午
三
十
度
上
昇
ス

一
〇
日

日
曜
）も
晴
天
で
、
七
日
に
出
し
た
兵
士
が
交
替
の
第
二
大
隊
か
ら
来

着
し
た
。

二
月
十ママ

晴
天

五
・
〇
〔
零
下
一
五
度
〕

此
日
第
二
大
隊
ヨ
リ
交
換
ノ
兵
来
着

二
月
一
一
日

月
曜
）は
紀
元
節
な
の
で
、
勤
務
は
免
除
さ
れ
、
午
後
は
余
興
が

あ
り
、
酒
と
豚
肉
約
一
八
〇
グ
ラ
ム
が
配
給
と
な
っ
た
。
肉
は
部
隊
ご
と
に
集
め

ら
れ
、
炊
飯
部
で
料
理
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
肉
じ
ゃ
が
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

二
月
十
一
日

晴
天

〇
・
一
四
〔
零
下
一
七
・
七
度
〕

此
日
紀
元
節
ニ
付
酒
ニ
合
豚
肉
五
十
匁
ヲ
与
給
╱
午
后
一
時
ヨ
リ
興
行
ヲ
行

ル一
二
日

火
曜
）、
一
三
日

水
曜
）も
晴
天
で
零
下
の
日
が
続
い
た
。

二
月
十
二
日

晴
天

二
・
〇
〔
零
下
一
五
・
六
度
〕

二
月
十
三
日

晴
天

二
・
〇
〔
零
下
一
五
・
六
度
〕

二
月
一
四
日

木
曜
）は
久
し
振
り
に
雨
で
、
そ
の
た
め
積
雪
が
少
し
溶
け
始
め
た
。

二
月
十
四
日

雨

〇
・
五
〔
零
下
一
七
・
五
度
〕

本
日
降
雨
ユ
エ
ニ
付
積
雪
ハ
漸
次
溶
解
ス
╱
午
前
一
時
十
分
秀
巌
発

只
今

左
ノ
報
ア
リ
タ
リ
、
依
而
報
告
ス

「
従
軍
日
記
」
は
突
然
、
こ
の
一
行
で
終
わ
る
。
全
体
で
一
冊
子
だ
が
、「
二
月

十
四
日
」
分
は
、
冊
子
の
裏
表
紙
に
あ
た
る
頁
に
書
か
れ
て
い
る
。「
秀
巌
発
」

の
報
告
な
る
「
左
ノ
報
」
は
一
行
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
次
の
冊
子
の
用
意
が
出

来
た
の
で
、
そ
れ
に
書
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
こ
の
著
者
の
「
従

軍
日
記
」
は
少
な
く
と
も
も
う
一
冊
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
私
は
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所
有
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
行
方
が
わ
か
る
情
報
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

こ
の
日
記
に
関
心
を
持
た
れ
た
方
で
、
な
ん
ら
か
の
事
情
を
ご
存
じ
の
方
が
お
ら

れ
れ
ば
、
是
非
ご
提
供
を
願
い
た
い
。

筆
者
の
属
す
る
野
砲
兵
第
五
聯
隊
第
三
大
隊
は
、
二
月
一
九
日
師
団
命
令
に
よ

り
、
さ
ら
に
前
線
の
「
鳳
凰
城
附
近
ノ
要
地
」
に
歩
兵
第
一
〇
旅
団
（
二
箇
大
隊

欠
）
と
共
に
派
遣
さ
れ
た
（『
日
清
戦
史
』
第
二
巻
五
七
三
頁
）。
立
見
第
一
〇
旅

団
の
主
力
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
戦
闘
そ
の
も
の
は
縮
小
過
程
に
あ
っ
た

た
め
、『
日
清
戦
史
』
は
「
第
五
師
団
守
備
地
方
ニ
於
ケ
ル
情
況
ハ
斯
ノ
如
ク
ニ

シ
テ
、
爾
後
一
回
ノ
交
戦
ナ
ク
以
テ
平
和
克
復
ノ
時
ニ
及
ヘ
リ
」（
五
九
一
頁
）

と
記
述
し
て
い
る
の
で
、
筆
者
の
無
事
帰
還
も
可
能
性
が
高
い
。

一
方
で
、
靖
国
神
社
編
『
靖
国
忠
魂
誌
』
第
一
巻
（
靖
国
神
社
社
務
所
、
一
九

三
五
年
）
を
調
べ
る
と
、
二
月
一
四
日
か
ら
下
関
条
約
調
印
（
四
月
一
七
日
）
後

第
五
師
団
の
復
員
（
八
月
一
日
）
ま
で
に
没
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
野
砲
第
五
聯

隊
第
五
中
隊
の
下
士
官
・
将
校
は
次
の
二
名
し
か
い
な
い
。

四
月
一
八
日

広
島
陸
軍
予
備
病
院

一
軍
曹

乗
本

寛

岡
山
（
七
二
四
頁
）

三
月
二
五
日

朝
鮮
龍
川
兵
站
病
院

二
軍
曹

松
本
卯
吉

香
川
（
八
七
八
頁
）

将
校
の
戦
没
は
な
く
、
一
等
軍
曹
（
後
の
曹
長
）
と
二
等
軍
曹
（
後
の
軍
曹
）
の

二
名
だ
け
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
『
従
軍
日
誌
』
が
語
る
日
清
戦
争
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

（
は
ら
だ

け
い
い
ち

歴
史
学
科
）

二
〇
一
四
年
十
一
月
七
日
受
理

四
一

佛
教
大
学

歴
史
学
部
論
集

第
五
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）


